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1100月月55日日､､ 吉吉田田町町のの安安芸芸高高田田消消防防ヘヘリリポポーートトでで､､
第第44回回安安芸芸高高田田市市自自衛衛消消防防隊隊消消防防競競技技大大会会がが開開
催催さされれままししたた｡｡ 安安芸芸高高田田市市内内のの事事業業所所ななどどかからら
男男女女合合わわせせてて3388チチーームムがが出出場場ししてて､､ 初初期期消消火火技技
術術をを競競いい合合いいままししたた｡｡

今今回回のの主主なな内内容容
市市役役所所新新庁庁舎舎がが完完成成ししままししたた ………………………………………………………………………………２２－－９９

平平成成1188年年度度決決算算 …………………………………………………………………………………………………………………………………………1100－－1155

地地域域力力｡｡ 羽羽佐佐竹竹地地域域振振興興協協議議会会……1166－－1177 安安芸芸高高田田市市ののででききごごととホホッットトなな話話題題 ……1188－－1199

市市民民ののココーーナナーー人人輝輝くく …………………………………………2200 消消防防ココーーナナーー…………………………………………………………2211

子子育育ててココーーナナーーげげんんききなな親親子子 ………………2222－－2233 健健康康ココーーナナーー健健康康 いいいいカカララダダ …………2244－－2255
市市政政のの動動ききああききたたかかたたトトピピッッククスス ((国国保保､､ 駐駐車車場場､､ 農農業業)) ………………………………………………………………………………………………………………2266－－2277

おお役役立立ちち情情報報 ……………………………………………………………………2288－－3333 いいににししええのの安安芸芸高高田田物物語語 ……………………………………………………3344
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庁
舎
内
の
ご
案
内

１
階
か
ら
４
階
ま
で
の
課
の
配
置
や
、
階

段
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
位
置
な
ど
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
使
っ
て
い
た
だ
け
る
図
書
館
や
、

研
修
室
の
申
し
込
み
方
法
な
ど
を
紹
介
し
ま

す
。
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総合文化保健福祉施設 (クリスタルアージョ) の１階には､

｢まちづくり支援センター｣､ ｢地域包括支援センター｣､ ｢子

育て支援センター｣ を設置しています｡

■まちづくり支援センター

住民自治活動を支援し､ 参加と協働によるまちづくりを推

進するため設置しました｡ 活動の支援および交流の促進､ 情

報の収集および提供を行います｡

■地域包括支援センター

高齢者の介護予防事業､ 相談事業､ 権利擁護事業などを行

います｡

■子育て支援センター

子育てをする保護者の育児支援､ 子育てに関する相談およ

び指導などを行い､ 市民の皆さんに活用していただきます｡

【安芸高田市立中央図書館】

11月４日 (日) 午前10時に

開館します｡

■特徴

この図書館は､ 開架可能

冊数５万冊で､ 安芸高田市

の中央館としての機能を持

ちます｡

■アトリウム

市民の皆さ

んの憩いの空

間として活用

していただけ

ます｡

■文化ホール

市内最大の

多目的文化ホ

ールで735名

収容できます｡ 音楽鑑賞､ 演劇鑑

賞､ 展示会などいろいろなイベン

トに利用できます｡

Ｅ
Ｖ
…
…
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

…
…
授
乳
室

平
成
18
年
３
月
か
ら
行
っ
て
き
た
庁
舎
建

設
で
す
が
、
こ
の
た
び
完
成
い
た
し
ま
し
た
。

新
し
い
庁
舎
は
、
既
設
の
庁
舎
を
改
築
し
た

｢

第
１
庁
舎｣

と
、
新
し
く
建
設
し
た

｢

第

２
庁
舎｣

、
ま
た
、｢

総
合
文
化
保
健
福
祉
施

設

(

ク
リ
ス
タ
ル
ア
ー
ジ
ョ)｣

か
ら
成
っ

て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
市
内
各
所
で
業
務
を
行
っ
て
い

た
各
部
が
、
一
か
所
に
集
ま
る
こ
と
で
市
民

の
皆
さ
ん
に
、
よ
り
便
利
な
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
と
、
ス
ム
ー
ズ
な
行
政
運
営
を
行
っ

て
い
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

施
設
の
完
成
を
記
念
し
て
、
つ
ぎ
の
と
お

り
市
民
内
覧
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
多
数
お
い
で
下
さ
い
ま

す
よ
う
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
竣
工
記
念
式
典
に
つ
き
ま
し
て
は
、

11
月
３
日

(

土)

午
前
９
時
30
分
か
ら
開
催

い
た
し
ま
す
。

市
民
内
覧
会

■
と

き

・
11
月
３
日

(

土)

午
後
１
時
〜
４
時

・
11
月
４
日

(

日)

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

2

市
役
所
新
庁
舎
が
完
成
し
ま
し
た

庁
舎
な
ら
び
に
総
合
文
化
保
健
福
祉
施
設

(

ク
リ
ス
タ
ル
ア
ー
ジ
ョ)

■庁舎出入口

広島側の出入口｡

第１庁舎

【１階】市民生活部､

会計課

【２階】産業建設部､

監査委員事

務局・公平

委員会・固

定資産評価

審査委員会､

農業委員会

事務局

【３階】総務企画部

(電算管理)

総合文化保健福祉施設
(クリスタルアージョ)
この建物は､ ガラス張りのアトリ

ウム (回廊) に最大の特徴があり､

市民の皆さんの憩いの空間として､

だれでも気軽に立ち寄っていただき

利用できる施設です｡ また､ 環境に

配慮し､ 維持管理経費の削減を目的

に太陽光や地中熱など､ 自然エネル

ギーを活用しています｡

【１階】吉田教育分室､ 子育て支援

センター､ 地域包括支援セ

ンター､ まちづくり支援セ

ンター､ 中央図書館など

【２階】文化ホール､ 研修室など

【３階】教育長室､ 教育委員会､ 研

修室など

【４階】小ホールなど

第２庁舎

【１階】市民生活部 (人権推
進担当課)､ 産業建
設部､ 公営企業部

【２階】市長室､ 副市長室､
総務企画部､ 選挙管
理委員会事務局

【３階】議長室､ 副議長室､
議会事務局､ 議場

【４階】書庫

■庁舎出入口

三次側の出入口｡
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社会情勢の変化と多様化する市民ニーズに対応するために

安芸高田市機構改革が実施されました
10月から安芸高田市の機構が大きく改革されました｡
この機構改革は､ 合併時に定めました安芸高田市の組織機構について､
急激に変化する社会情勢や多様化､ 高度化する市民ニーズに対応すると
同時に､ 効率的かつ円滑な行政運営のもと､ 現在取り組んでいる行財政
改革をさらに着実かつ強力に進めるための抜本的な改革です｡
６部だった市長部局を３部に､ 支所は本庁直轄課２課を取り入れた現
在の３課のままとしました｡
教育委員会は､ ３課を２課にすると同時に教育分室の６分室を３分室
に整理統合し､ 消防本部・消防署は､ ４課２室を４課に再編しました｡

また､ 組織のフラット化を明確にするため､ 係制度を廃止して､ グループ制を取り入れ､ より機動的な組織体制とし
ました｡
今回の改革は､ 安芸高田市の将来を見据え､ フラットでスリムな組織､ 指揮命令系統をより明確化した組織､ 重点施
策に対応可能な組織､ 効率的かつ機能的な組織等を目指して行われたものです｡

○安芸高田市組織機構 (平成19年10月1日から)
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■議場

第２庁舎の３階には､

傍聴席を備えた議場が設

置され､ 安芸高田市議会

が開催されます｡

■親子室

文化ホー

ルで行わ

れるイベ

ントなど

を､ 親子でゆっくり鑑賞できる

ように親子室があります｡

クリスタルアージョ内にある市民文化センターの施設を使いたいとき
■申 込 方 法 吉田教育分室にある申請書に､ 必要事項を記入し申し込んでください｡
■申 請 受 付 午前９時～午後５時 (平日) 【文化ホール】 使用する日の１年前から１週間前まで

【研修室､ その他の施設】 使用する日の３か月前から３日前まで
■利 用 時 間 午前９時～午後10時
■休 館 日 祝日､ 年末年始､ 月曜日 (祝日の場合は翌日も休館日)
■問い合わせ 吉田教育分室 ℡４２－２４１１

【文化ホール】 【研修室､ その他の施設】

時間

施設

午前 午後 夜間
午前・
午後

午後・
夜間

全日
時間区
分以外

冷暖房
使用料

部屋名 使用料 備考
小ホール 2,000円 １

時
間
に
つ
き

研修室101､ 調理実習室､ 研修室201､ 研修室
202､ 研修室203､ 和室､ 研修室301､ 視聴覚
室､ 研修室401､ 研修室402､ 控室１､ 控室２

500円９時から
12時まで

13時から
17時まで

18時から
22時まで

９時から
17時まで

13時から
22時まで

９時から
22時まで

１時間
あたり

１時間
あたり

文化ホール 6,000円 8,000円 8,000円 14,000円 16,000円 22,000円 2,400円 4,000円 ホワイエ (ホール前ロビー) 1,000円
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■八千代支所・教育分室
・地域振興担当課 0826-52-2112
・市民生活課 0826-52-2113
・産業建設担当課 0826-52-2114
・教育分室 0826-52-2115

■美土里支所・教育分室
・地域振興担当課 0826-54-0312
・市民生活課 0826-54-0313
・産業建設担当課 0826-54-0314
・教育分室 0826-59-2120

■高宮支所・教育分室
・地域振興担当課 0826-57-0312
・市民生活課 0826-57-0313
・産業建設担当課 0826-57-0314
・教育分室 0826-57-1803

■甲田支所・教育分室
・地域振興担当課 0826-45-4112
・市民生活課 0826-45-5120
・産業建設担当課 0826-45-5121
・教育分室 0826-45-4311

■向原支所・教育分室
・地域振興担当課 0826-46-3112
・市民生活課 0826-46-3113
・産業建設担当課 0826-46-3114
・教育分室 0826-46-3121

【本庁第２庁舎】

階 部 課 主な業務内容

1
階

市民
生活部

市民課
(人権推進担当課)��-���� ・人権啓発､ 男女共同参画､ 青少年健全育成､ 人権相談及び人権擁護

委員に関する事項など
・人権会館等の管理運営及び調整など

産業
建設部

建設管理課��-���� ・道路及び河川の占用・改築等､ 道路台帳､ ひ門管理､ 都市計画・建
築確認､ 官民境界立会､ 法定外公共物の管理､ 公用廃止､ 公共用土
地物件の取得及び補償並びに登記など

住宅担当課��-���� ・住宅マスタープラン､ 市営住宅等の建設・入居者の募集及び選考､
使用料など

建設担当課
・公共土木事業､ 道路及び橋りょうの新設並びに改良､ 水防・砂防など
・道路､ 橋りょう及び河川の維持・工事､ 交通安全施設､ 公共土木災
害復旧事業など

地域高規格道路担当課��-���� ・地域高規格道路に関する用地取得及び補償等､ 地元調整など

上下水道課��-���� ・水道事業の総合計画､ 水道使用料､ 給水設備工事の確認及び検査､
水道の水質管理など
・水道施設の建設・改築及び維持管理など

下水道担当課
・下水道事業の総合計画､ 下水道使用料､ 排水設備工事の確認及び検
査､ し尿の収集など
・下水道施設の改築及び維持管理､ 浄化槽整備など

【総合文化保健福祉施設 (クリスタルアージョ) 】

階 部 課 主な業務内容

３
階

教育
委員会

教育総務課��-���� ・人事給与､ 表彰､ 文書管理など
・学校用地財産管理､ 学校施設台帳､ 学校施設管理・維持補修など

学校教育
担当課

・教育相談､ 学習指導､ 進路など
・児童・生徒の就学､ 幼稚園など

生涯学習課��-���� ・社会教育の振興､ 生涯学習推進､ 青少年育成など
・スポーツ振興施設推進､ 体育指導委員､ 体育協会など

１
階

教育
委員会

吉田教育分室��-���� ・社会教育に関する講座､ 講演会､ 文化財など
・スポーツ施設の予約､ 管理など

中央図書館��-���� ・中央図書館

まちづくり支援センター
(地域振興担当課)��-���� ・地域の住民自治組織､ 地域振興､ 地域住民のまちづくり参画､ 地域

のボランティア活動など

地域包括支援センター��-���� ・高齢者総合相談 (高齢者介護､ 虐待防止､ 権利擁護)､ 新予防給付､
特定高齢者介護予防､ ケアマネージャー支援など

子育て支援センター
(子育て支援担当課)��-���� ・児童手当､ 母子及び父子家庭支援､ 保育行政､ 児童館､ 子育て支援､

家庭児童相談など

【支所・教育分室】

課 主な業務内容

支
所

地域振興担当課 ・公有財産､ 財産区､ 市民への通知､ 情報公開請求・陳情・請願の受付､ 防災行政無線､ 水防､
災害対策､ 交通安全､ 地域の住民自治組織など

市民生活課

・戸籍､ 住民登録・外国人登録・印鑑登録､ 国民年金､ 公衆衛生､ 犬の登録､ 公害等苦情相談､
廃棄物の処理､ 市税等収納及び諸証明発行など
・戦没者遺族､ 原子爆弾被害者援護､ 民生委員､ 児童手当､ 身体障害者手帳､ 介護保険､ 国民
健康保険､ 老人医療費､ 予防接種､ 母子・歯科・精神保健､ 健康診査事業､ 栄養指導など

産業建設担当課
・農業・林業・水産業の振興､ 建設関係事業の相談､ 道路・橋りょう・河川・公園等の維持管
理､ 市営住宅等の維持管理及び入居相談など
・下水道使用料､ 下水道事業の普及促進､ 下水道施設の維持管理､ 水道施設の維持管理など

教育分室 ・社会教育に関する講座､ 講演会､ 文化財など
・スポーツ施設の予約､ 管理など

6

部署別業務一覧
安芸高田市機構改革後の部署別業務内容および電話番号を庁舎ごとにお知らせします｡

【本庁第２庁舎】

階 部 課 主な業務内容
３
階

議会事務局��-���� ・議員の報酬・共済組合及び福利厚生､ 予算及び決算､ 議長・副議長秘書など
・議会・委員会運営､ 予算・決算特別委員会､ 全員協議会､ 会議録など

２
階

総務
企画部

総務課��-���� ・市民の陳情・要望等､ 情報公開制度､ 個人情報保護､ 市境変更など
・職員の服務及び身分､ 研修及び人事交流､ 福利厚生､ 公務災害､ 特
別職報酬等審議会など
・広報広聴活動､ 広報及び市勢要覧､ 市政懇談会等､ ホームぺージ､
統計刊行物など
・防災､ 防犯､ 消費者相談､ 交通安全対策に関する事項など

財務管理課��-���� ・工事・委託業務の入札及び請負契約､ 入札参加資格､ 入札適正化､
技術職員の研修など

財産管理
担当課

・公有財産､ 庁舎・市有林の維持管理､ 財産区､ 庁用自動車の管理､
公共施設等の賃貸借契約など

政策
推進部

行政経営課��-���� ・財政計画､ 予算の編成及び執行管理､ 資金計画､ 地方交付税､ 地方
譲与税､ 基金など
・行財政改革､ 行政組織機構､ 職員の定員適正化計画､ 行政評価制度など

政策企画課��-���� ・建設計画､ 基本構想策定審議会､ 過疎計画及び辺地計画､ 生活交通
路線確保対策､ テレビ等の難視聴対策など

自治振興課��-���� ・住民自治振興施策､ 住民自治組織等､ 市民のまちづくり参画､ 地域
振興施設など

選挙管理委員会事務局��-���� ・選挙に関すること

【本庁第１庁舎】

階 部 課 主な業務内容

３
階

総務
企画部

総務課
(電算管理)��-���� ・情報ネットワーク､ 電子計算組織など

２
階

産業
建設部
(地域
経済
推進部)

農政課��-���� ・地域営農の担い手育成､ 農業生産法人の育成､ 集落営農の推進､ 都
市農村交流事業､ 農業技術の普及､ 農業経営指導､ 特産品の開発､
農産物認証制度､ 農産物等の販売施設など
・農業行政､ 農業振興計画､ 中山間地域直接支払制度､ 有害鳥獣対策､
畜産振興､ 家畜衛生防疫など

農林水産
担当課

・地籍調査事業 (国土調査法に基づく)
・農村整備事業 (ほ場整備・農道・用排水路 等)
・治山・林道・造林事業及び水産業
・農地・農業用施設及び林道・林業施設の災害復旧
・農業用・林業用施設の占有・改築申請
・鳥獣保護及び有害鳥獣捕獲対策

農産物流通担当課 ・農産物処理加工施設に関すること
商工観光課��-���� ・商工業振興､ 企業誘致､ 中小企業育成､ 雇用促進､ 観光事業など

農業委員会事務局��-���� ・農業委員会運営､ 農地法３条・４条・５条､ 農業者年金､ 農地銀行､
農家台帳など

監査委員事務局��-���� ・一般監査､ 特別監査､ 出納検査､ 決算審査など

１
階

市民
生活部

市民課��-���� ・戸籍､ 住民登録､ 外国人登録､ パスポート､ 印鑑登録､ 国民年金など
・墓地及び火葬場､ 犬の登録､ 公害防止､ 一般廃棄物､ ごみの軽量化､
各種リサイクル､ 安芸高田市公衛協など

税務課��-���� ・市民税及び県民税､ 軽自動車税､ 市たばこ税､ 入湯税､ 国民健康保
険税､ 納税奨励及び税務広報など
・固定資産税､ 特別土地保有税､ 土地・家屋及び償却資産の調査及び
評価､ 土地台帳など
・滞納整理実施計画､ 市税等の滞納処分及び強制執行､ 納税等の告示送達など

福祉
対策
推進部

社会福祉課��-���� ・戦没者遺族等の援護､ 原子爆弾被害者援護､ 民生委員､ 生活保護など
・障害者福祉計画､ 身体障害者手帳､ 障害者生活支援､ 障害者社会参
加促進､ 更生医療など

高齢者福祉課��-���� ・老人保健福祉計画､ 高齢者の介護予防・生活支援､ 老人クラブの育
成指導､ シルバー人材センターの活動支援など
・介護保険事業計画､ 要介護認定､ 介護保険給付､ 介護認定審査会など

保健医療課��-���� ・老人保健医療・乳幼児医療・重度心身障害者医療費公費負担など
・国民健康保健事業､ 市立診療所など
・保健計画､ 感染症及び結核､ 予防接種､ 母子・歯科・精神保健､ 健
康診査､ 栄養指導など

会計課��-���� ・現金の出納及び保管､ 支出負担行為の確認､ 歳入歳出決算の調製､
指定金融機関など
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安芸高田市中学校芸術祭
■とき 11月25日 (日) 午後～
■内容 市内６中学校がそれぞれステージ発表を行なう｡
【発表内容】 ■吉田中学校 (吹奏楽)

■八千代中学校 (合唱)
■美土里中学校 (美土里小唄､ よさこいソーラン)
■高宮中学校 (器楽アンサンブル)
■甲田中学校 (合唱)
■向原中学校 (箏アンサンブル､ 丸山太鼓)

【ゲスト発表】 ■シンガポール・メイフラワー中学校 (吹奏楽)

ＮＨＫラジオ公開録音ふるさと自慢うた自慢観覧者大募集！
ＮＨＫ広島放送局と安芸高田市では､ 安芸高田市民文化センターの落成を記念して､ ラジオ第１放送の人気番組 ｢ふ
るさと自慢うた自慢｣ の公開録音を行います｡ この番組では､ ゲスト歌手２人をリーダーに迎え､ 地元の男性・女性各
グループの"のど自慢"､ "ふるさと自慢"を通じて安芸高田市の魅力を全国にお伝えします｡ あわせてゲストによる歌謡
ステージ ｢ふるさと自慢コンサート｣ もお楽しみいただきます｡ 是非､ ご観覧ください｡

松原のぶえ 小金沢昇司

■と き 12月21日 (金) 午後５時開場 午後５時40分開演 午後８時終演予定
■出 演 (ゲスト) 松原のぶえ､ 小金沢昇司 (司会) 中野純一アナウンサー
■観覧申込 入場無料ですが入場整理券(１枚で２名様まで入場可能)が必要です｡

観覧をご希望の方は､ 郵便はがきに ｢①郵便番号②住所③名前④電話番号｣ を明記のうえ､ 下記のあて先
までお申し込みください｡

【あ て 先】〒731-0501 安芸高田市吉田町吉田761
安芸高田市教育委員会 吉田教育分室 ｢ふるさと自慢うた自慢｣ 観覧係

【締め切り】11月29日 (木) ＜必着＞
※応募多数の場合は､ 抽選のうえ入場整理券をお送りします｡
※お子様 (１才以上) も入場整理券が必要です｡
※ご応募の際にいただいた情報は､ 抽選結果のご連絡に使用させていただくほか､ ＮＨＫでは､ 受信料のお願いに使
用させていただくことがあります｡

■放送予定 ｢ふるさと自慢うた自慢｣ 平成20年１月27日 (日)
｢ふるさと自慢コンサート｣ 平成20年２月３日 (日)
午後７時20分～８時10分 ＮＨＫラジオ第１放送 (全国放送)

■お問い合わせ 吉田教育分室 TEL42-2411(平日 午前９時～午後５時)
ＮＨＫ広島放送局 TEL082-504-5218 (平日 午前９時30分～午後６時)

8

安芸高田市民文化センター落成記念事業
クリスタルアージョ内安芸高田市民文化センターが､ 11月３日に落成するのを記念して､ 文化センターのホール
でさまざまな事業を開催します｡

安芸高田市民文化センター・ホールこけら落とし公演 安芸高田の調べ
■と き 11月４日 (日) 午後１時30分開場 午後２時開演
【第一部 洋楽の調べ】
■出 演 クリスタル・ムジカ (安芸高田市内在住の音楽家)

ソプラノ：三戸みのり/メゾソプラノ：中川真琴/ピアノ：住吉あい､ 岩見純子/ヴァイオリン：友森良美
■曲 目 千の風になって､ 情熱大陸､ 愛のあいさつ､ Time to Say Good-bye､ スペイン､ 落葉松など
【第二部】
■出 演 蔭山武人 (元ＮＨＫアナウンサー)
■演 目 毛利元就
【第三部 邦楽の調べ】
■出 演 尺八：坂田誠山 (安芸高田市出身)

箏：木村玲子
舞・鼓：藤舎花帆

■曲 目 小鼓一調 ｢秋の調べ｣ 舞・鼓：藤舎花帆
｢水幻譜｣ 尺八：坂田誠山

箏：木村玲子
舞：藤舎花帆

｢華やぎ｣ 新箏ソロ：木村玲子
｢緋の帯締め｣ 尺八：坂田誠山

新箏：木村玲子
鼓・舞：藤舎花帆

｢息吹｣ 坂田誠山作曲 尺八ソロ：坂田誠山
秋の曲 尺八：坂田誠山

新箏：木村玲子
■入 場 料 無料 (全席自由席)
■お問合せ 吉田教育分室 ℡ ４２―２４１１

マイ・ハート ｢１ノート・１コイン｣ コンサート
｢伝えよう笑顔と心｣
■と き 11月７日 (水) 午後６時15分開場

午後６時45分開演
■出 演 マイ・ハート弦楽四重奏団

ファーストヴァイオリン：辻井淳
セカンドヴァイオリン：釋伸司
ヴィオラ：沖田孝司
チェロ：雨田一孝

■入場料 一般：1,000円､ 高校生以下：500円 (全席自由席)
※未就学児の入場はご遠慮下さい｡

■販売先 吉田教育分室／八千代の丘美術館／高宮田園パラッツォ／向原公民館／
美土里生涯学習センター・まなび／甲田文化センター・ミューズ

■主 催 マイ・ハートコンサート推進委員会
■共 催 安芸高田市／安芸高田市教育委員会
■お問い合わせ ｢マイ・ハート・コンサート｣ 事務局 (℡ 082-845-5891) 吉田教育分室 (℡ 42-2411)

尺
八
／
坂
田
誠
山

箏
／
木
村
玲
子

語
り
／
蔭
山
武
人

舞・鼓／藤舎花帆



11

��
��� ������������������
職員や議員､ 各種委員に支払われる給料や社会保険料､ 報酬など｡��� ������������������
市が借りたお金 (借金) の返済経費｡������� ��������������������
道路､ 橋､ 河川､ 消防施設､ 学校､ 公民館､ 公営住宅などの新設､
増設､ 改良事業や不動産取得等の投資的な事業費｡��� ��������������������
旅費､ 消耗品､ 食糧費､ 通信運搬費､ 手数料､ 備品購入費､ 使用
料､ 委託料などの経費｡��� ������������������
資金の運用のため､ 特別会計に支出した経費｡��� ������������������
市が法令や条例によって､ お金や物品を被扶助者に提供する経費｡���� ������������������
報奨金､ 謝礼金､ 負担金､ 補助金など｡������� �������������������
風雨､ 地震など災害を受けた施設を復旧するための事業費｡��� �������������������
基金などに積み立てる経費｡����� ���������������
市が管理する公共施設 (道路・建物など) を維持するための経費｡����������� ��������������
財団法人などに対する出捐金や公営企業の資本を整備するための
出資的な繰出金など｡

��� ��������������������
社会福祉､ 障害者､ 高齢者､ 児童福祉など福祉の全般的な経費｡��� ������������������
市が借りたお金 (借金) の返済経費｡��� ��������������������
企画､ 財政､ 電算処理､ 税の賦課・戸籍・選挙など一般的な行政
事務の経費｡��� �������������������
幼稚園､ 小中学校など教育に関係する経費と生涯学習や公民館､
運動公園､ 資料館などの経費｡������ ��������������������
農業､ 林業､ 水産業の振興のための経費｡��� �������������������
道路や河川､ 公営住宅の建設,整備､ 維持のための経費｡��� �����������������
保健事業に関係する経費､ 環境対策に関する経費｡��� �����������������
消防や火災予防に関係する経費｡����� �������������������
風雨､ 地震など災害を受けた施設を復旧するための事業費｡��� �����������������
観光や商工業の振興に関係する経費｡��� �����������������
議会費､ 労働費､ 諸支出金｡

※万円未満の数値を切り捨てているため､ 合計と少し違いがあります｡
※ ( ) 内は前年と比較しての増減額です｡※万円未満の数値を切り捨てているため､ 合計と少し違いがあります｡

※ ( ) 内は前年と比較しての増減額です｡

����
���� ���������������������
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����� ������������������
どのまちでも一定の行政サービスを行えるように市町村間の財政
力の差をなくすために国から交付されるお金｡ 所得税､ 酒税､ 法人
税､ 消費税､ たばこ税の５税が原資｡�� ������������������
市民税､ 固定資産税､ 軽自動車税､ たばこ税など市が課税徴収す
る税金｡�� ��������������������
公共施設などを整備するために必要なお金を国などから調達する
借金｡���� ��������������������
市が行なう仕事に対して必要性に応じて県から支給されるお金｡����� ��������������������
市が行なう仕事に対して必要性に応じて国から支給されるお金｡��� �������������������
資金運用の方法として特別会計､ 企業会計､ 基金から､ 受け入れ
るときの収入｡����� �������������������
国税として集められた後､ 市に譲与される税｡ 地方道路譲与税や
自動車重量譲与税など｡��� ������������������
前年度の決算で生じた余剰金を､ 次年度で受け入れるときの収入｡��� �����������������
市が管理している施設を利用する際に市に納付されたお金｡�������� �����������������
消費税の５分の１が県と市町村に交付される｡ 交付額は､ 人口と
従業者数を基準に配分｡��� ����������������
諸収入､ 分担金及び負担金､ 自動車取得税など｡

���� ������������������

※万円未満の数値を切り捨てているため､ 合計と少し違いがあります｡
※ ( ) 内は前年と比較しての増減額です｡
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金
は
約
３
億
円
減
少
し
ま

し
た
。

�� �� �� �� �� ��平
成
18
年
度
の
歳
出
は
、
２
１
８
億
７
０

１
１
万
６
千
円
で
前
年
度
よ
り
３
億
５
６
８

４
万
９
千
円
増
加
し
ま
し
た
。

建
設
事
業
で
は
、
市
役
所
第
２
庁
舎
・
総

合
文
化
保
健
福
祉
施
設
の
大
規
模
事
業
が
実

施
さ
れ
た
こ
と
、
昨
年
９
月
発
生
の
豪
雨
に

よ
る
災
害
の
復
旧
事
業
な
ど
が
主
な
事
業
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
児
童
手
当
の
支
給
が
小

学
校
６
年
生
ま
で
広
が
っ
た
こ
と
や
、
国
へ

の
借
金
の
返
済
額
が
増
え
た
こ
と
な
ど
も
増

額
の
原
因
で
す
。
人
件
費
は
昨
年
に
比
べ
、

７
５
０
０
万
円
あ
ま
り
減
少
し
ま
し
た
。

平成18年度の決算が９月定例議会で可決され
ました｡ 普通会計の決算の概要をお知らせしま
す｡
普通会計とは､ 一般会計､ コミュニティ・プ
ラント整備事業特別会計､ 飲料水供給事業特別
会計が含まれます｡

平成18年度

決算
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救 命 消防署北部分駐所の整備 6241万円
美土里町北に分駐所を
設置するにあたり､ 施
設の整備と高規格救急
自動車・高規格救急自
動車用資機材等を整備｡

下 水 道 下水道の整備 1728万円
浄化槽整備事業補助金の交付
(特別会計施設整備……11億9338万2千円
公共下水吉田処理区､ 持環八千代､ 甲田処理区､ 農集吉田､
向原処理区 浄化槽の施設整備事業を実施)

水 道 水道の整備 610万5千円
水道 (井戸) 整備補助金の交付
(特別会計施設整備……7億6497万2千円
簡易水道 吉田・八千代・美土里・甲田給水区の施設整備
を実施)

■定住と交流のネットワークづくり
情 報 化 高速インターネット環境の情報格差を解消

4815万8千円
可愛､ 郷野､ 美土里全域､ 川根にADSLサービスを誘致し､
竹原､ 小山､ 小原の一部に無線アクセス施設を整備｡

情 報 化 ネットワークの維持管理 2852万9千円
本庁､ 各支所､ 小中学校など主要公共施設を結ぶ光ファイバー
網の維持管理｡ 機器の保守やウィルス対策などを実施｡

道 路 道路の維持補修 2億1288万4千円
市道の816キロメートル､ 権限委譲による県道の20路線138キ
ロメートルを管理｡

道 路 道路の整備 5億725万7千円
改良した主な路線 【市道】勝田根之谷線､ 長田隠地線､ 市
場宮ノ城線､ 中山線､ 一本木小山線､ 高林坊線､ 高地長屋線､
宮ノ城高野線 【県道】船木上福田線､ 中北川根線､ 三次江
津線､ 志和口向原線､ 邑南高宮線､ 千代田八千代線など

安心安全 災害復旧事業の実施 4億116万8千円
平成18年７月の梅雨前線
による河川災害復旧６件､
道路災害復旧５件､ 平成
18年９月の豪雨及び台風
13号による河川災害復旧
40件､ 道路災害復旧32件､
橋梁災害復旧１件の公共
土木施設災害復旧事業を
実施｡

……………

…………………………

…………………………

……………………………………

………

………………

……………………

…………

心豊かで創造性に富んだまちづくり

■参加と協働によるまちづくりの推進
協 働 市民活動保険の導入 78万7千円

まちづくり委員会から提
言を受け､ 市民活動中の
事故が対象の保険､ まち
づくりサポーター保険制
度をスタートさせた｡

協 働 振興会の支援 4159万8千円
活動費に対する助成金2400万円､ 特色ある地域づくりの事業
に対する助成金1759万8千円を６連合組織に交付した｡

■子どもや女性が生き生きと活動する環境づくり
男女共同参画 リレーイベントの実施 72万6千円

｢男女共同参画プラン｣ に基づき､ リレーイベントや啓発広
報による重点事業を推進｡

■文化・スポーツ・レクリエーションの振興
日本100名城 郡山城の整備 518万6千円

｢郡山城｣ が日本100 名
城に選定されたことを受
け､ 老朽化した山道杭の
整備や記念碑の設置など
を実施｡

■生涯学習社会の形成・学校教育の充実
学校給食 給食調理場の検討 183万1千円

学校給食検討会議を設置｡ 学校給食の再編整備に対する意見
を求め､ 今後の方向性､ 基本的考え方に関する答申を得た｡

教 育 適応指導教室の運営 748万7千円
不登校児童生徒の学校復帰や社会的自立に向けての指導を行っ
た｡

教 育 英語教育の充実 2601万円
小学校の英語活動で民間
教材を活用した授業展開､
国際理解教育指導員の派
遣､ 教諭全員に英語活動
の研修会を実施｡

図 書 館 開館の準備 2579万8千円
市民の生涯学習の拠点施設となる新しい図書館の開館準備に
向け､ 図書資料10866冊の整備などを行った｡

生涯学習 施設の運営・維持 2億5822万6千円
公民館や歴史民俗資料館などの社会教育施設､ グラウンドや
プールなどのスポーツ振興施設の維持管理・用具などを整備｡

………………

……………………

……………

………………………

…………………

………………

………………………

………………………

……………
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平
成
18
年
度
、
安
芸
高
田
市
は
２
１
８
億

７
０
１
１
万
円
の
予
算
で
ま
ち
づ
く
り
を
行

い
ま
し
た
。
国
が
進
め
る
三
位
一
体
改
革
に

よ
り
、
税
源
移
譲
が
行
わ
れ
て
市
へ
の
新
た

な
収
入
は
あ
り
ま
し
た
が
、
一
方
で
は
、
国

か
ら
の
補
助
金
が
減
額
さ
れ
、
ま
た
、
地
方

交
付
税
制
度
の
見
直
し
も
行
わ
れ
、
市
の
財

政
は
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、

少
子
高
齢
化
に
対
応
す
る
各
種
福
祉
諸
費
用

の
増
大
や
、
こ
れ
ま
で
各
町
で
取
り
組
ん
で

き
た
事
業
の
借
入
金

(

地
方
債)

の
累
増
な

ど
の
た
め
、
財
政
構
造
は
ま
す
ま
す
硬
直
し

て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、｢

必
要
と
さ
れ
て
い

る
か｣

、｢

ど
ん
な
効
果
が
あ
る
の
か｣

と
い
っ

た
観
点
か
ら
事
務
事
業
の
見
直
し
や
重
点
化

を
図
り
ま
し
た
。

建
設
事
業
の
主
な
も
の
と
し
て
、
第
２
庁

舎
・
総
合
文
化
保
健
福
祉
施
設
の
建
設
は
、

合
併
以
来
、
事
務
所
が
吉
田
町
内
４
か
所
に

分
散
し
て
い
た
不
便
さ
を
解
消
す
る
と
と
も

に
、
市
の
中
核
施
設
と
し
て
周
辺
の
道
路
な

ど
の
改
良
も
併
せ
、
施
設
の
建
設
を
進
め
ま

し
た
。
ま
た
支
所
の
施
設
有
効
活
用
と
し
て
、

向
原
支
所
を
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
改
装
し
ま

し
た
。
市
北
部
地
区
に
は
、
永
年
の
懸
案
で

あ
っ
た
消
防
署
分
駐
所
を
整
備
し
ま
し
た
。

施
設
と
救
急
車
を
整
備
し
、
平
成
19
年
度
当

初
か
ら
運
用
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
少
子
化

対
策
と
し
て
は
、
３
歳
未
満
児
の
保
育
要
望

が
高
ま
っ
た
こ
と
を
受
け
、
吉
田
幼
稚
園
前

に
３
歳
未
満
児
専
用
の

｢

み
つ
や
保
育
所｣

の
建
設
を
行
い
ま
し
た
。

平
成
18
年
９
月
の
台
風
13
号
の
影
響
に
よ

る
大
雨
災
害
は
、
市
内
に
甚
大
な
被
害
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。
被
害
箇
所
や
被
害
額
が
大

き
い
こ
と
か
ら
、
各
部
署
の
協
力
を
得
て
、

早
期
復
旧
に
努
め
ま
し
た
が
、
一
部
が
繰
越

と
な
る
な
ど
、
平
成
19
年
度
の
実
施
と
な
っ

て
い
ま
す
。

快適で賑わいのあるまちづくり

■個性あるまちづくりの推進
庁 舎 第２庁舎・総合文化保健福祉施設の整備

16億3678万5千円
第２庁舎・
総合文化保
健福祉施設
の建設工事
と､ 工事に
伴う撤去・
改修､ 消防
本部防音改
修など付随
工事を実施｡

庁 舎 市民ギャラリーの整備 396万9千円
向原支所３階を市民ギャラリーとして改修工事を実施｡

地域振興 美土里町旧小学校跡地の整備

1億3069万6千円
美土里町の小学校統合に伴い廃校になった４校のうち､ 本郷､
北､ 生桑小学校の跡地に地域づくりの拠点施設を整備｡

地域振興 地域振興施設の管理運営 1億5501万8千円
地域振興にかかわる第三セクター等へ公の施設の指定管理委
託や地域活性化事業への指定管理委託料や運営補助を支払っ
た｡

■安全で快適な生活環境の創造
交通安全 交通安全のため 989万1千円

｢第８次 (H18～22) 安芸高田市交通安全計画｣ 策定､ 交通
安全の街頭指導や各種行事の開催､ 反射鏡やガードレールの
設置

防 犯 安全安心に向けて 984万3千円
防犯イベントの開催､ 子
どもの見守り活動の支援
のため､ 青色回転灯やパ
トロール資材の購入を行
い､ 活動団体に貸与｡

消 防 救助工作車の整備 6373万5千円
多種多様な救助に対処できる救助工作車を導入｡

定 住 市営住宅の建設 1億826万2千円
市営堂ノ口住宅 (甲田町)
の建設 (３ＤＫ・４棟４
戸) と､ 若者定住促進田
草団地 (高宮町) の用地
取得､ 敷地造成､ 建設
(３ＤＫ・1 棟1 戸)｡

………………………………

……………

…………………………………

……

……………………

…………………

………………

………………

平
成
18
年
度

こ
ん
な
事
業
を

行
い
ま
し
た
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公
営
企
業
会
計

公
営
企
業
会
計
と
は
、
地
方
公
営
企
業
法
の
全

部
ま
た
は
一
部
の
適
用
を
受
け
る
公
営
企
業
の
会

計
を
い
い
ま
す
。
損
益
計
算
書
と
貸
借
対
照
表
か

ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
安
芸
高
田
市
で
は
吉
田

町
、
甲
田
町
の
区
域

(

一
部)
で
地
方
公
営
企
業

法
に
基
づ
き
水
道
事
業
を
経
営
し
て
い
ま
す
。

水
道
事
業

水
道
事
業
は
、
使
用
者
の
日
常
生
活
や
社
会
活

動
を
支
え
る
た
め
に
、
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
施

設
と
し
て
、
安
全
で
お
い
し
い
水
を
安
定
し
て
供

給
す
る
と
共
に
、
経
営
基
盤
整
備
強
化
の
た
め
効

率
的
経
営
に
努
め
ま
し
た
。

貸借対照表 損益計算書

固定資産合計 27億6,330万円 収 益 2億6,224万円
流動資産合計 2億2,192万円 費 用 2億4,866万円
資産合計 29億8,522万円

特 別 利 益 178万円
負 債 合 計 1億 623万円

特 別 損 失 230万円資 本 合 計 28億7,899万円
当年度純利益 1,306万円負債資本合計 29億8,522万円

平
成
18
年
度
決
算

特
別
会
計
の

決
算
の
状
況

国民健康保険特別会計
歳入 36億9471万円
歳出 36億6262万円

国民健康保険を運営する会計です｡
平成18年度末で加入世帯が7923世
帯､ 加入被保険者は13,910人でし
た｡

老人保健特別会計
歳入 53億7207万円
歳出 53億8771万円

75歳以上の方の医療費の一部を負担す
る制度を運営する会計です｡ 年度末の
加入者数は6776人で､ 加入者一人当た
りの年間医療費は86万3777円でした｡

介護保険特別会計
歳入 32億8275万円
歳出 31億2918万円

老後の安心をみんなで支える介護
保険制度を運営する会計です｡ 介
護が必要だと認められた要介護認
定者は年度末現在で2422人でした｡

公共下水道事業特別会計
歳入 4億7622万円
歳出 4億6474万円

吉田の都市計画区域用途地域内の
下水道事業を運営する会計です｡
平成18年度は変更認可申請を行い
引き続き事業を継続しました｡

特定環境保全公共下水道事業特別会計
歳入 9億7657万円
歳出 9億5524万円

八千代処理区は処理場の設備・電気など付帯設
備を実施し､ 管路整備も継続実施｡ 甲田処理区
は管路整備を行って整備区域の拡大を図り､ 向
原処理区は処理場の維持管理を行いました｡

農業集落排水事業特別会計
歳入 7億6166万円
歳出 7億3900万円

吉田処理区の入江地区で平成18年
度から利用がはじまり､ 他の処理
区では処理場の維持管理を行いま
した｡

コミュニティ・プラント整備事業特別会計
歳入 989万円
歳出 406万円

甲田処理区で平成18年度から利用
がはじまり､ 加入者の拡大と管理
に努めました｡

簡易水道事業特別会計
歳入 11億7046万円
歳出 11億5460万円

吉田給水区で新設工事を､ 八千代給水区で改良
工事を施工し､ 吉田給水区の新設事業は完了し
ました｡ 甲田給水区で営農飲雑用水の整備､ 美
土里横田の揚水量・水質調査を行いました｡

飲料水供給事業特別会計
歳入 1099万円
歳出 1038万円

高宮町下福田・すだれ地域の飲料
水の安定供給､ 施設の管理を行い
ました｡

浄化槽整備事業特別会計
歳入 2億3889万円
歳出 2億2586万円

浄化槽の整備と管理運営を行う会
計です｡ 平成18年度は1732基の浄
化槽を管理し､ 98基を新設しまし
た｡

介護サービス特別会計
歳入 1576万円
歳出 1396万円

介護保険認定者のうち､ 要支援１・
２の高齢者の介護予防サービスを計
画する会計です｡ 529人分の介護予
防サービス計画を策定しました｡

14

その他の事業

業務委託 一部業務委託事業の実施 2億9998万4千円
保育士・保育所給食調理､ 学校給食調理・学校寄宿舎運営､
公共施設運営､ 一般行政事務など､ 47の施設や部署に業務を
委託｡

施 設 旧体育館の解体 959万2千円
老朽化した旧根野小学校体育館を解体した｡

…… ……………………

人と環境にやさしいまちづくり

■人権が大切にされる地域社会の創造
啓 発 人権啓発事業の実施 96万3千円

｢人権尊重のまちづくり条例｣ に基づく人権啓発事業の推進
に努めた｡

相 談 人権相談事業の実施 (人権会館運営)

3328万円
人権会館などで人権相談､ 人権啓発事業の推進を図り､ 人権
問題の解決に努めた｡ 相談件数1710件｡

相 談 消費に関する相談 57万6千円
専門の相談員を設置し､ 毎週１回相談窓口を開設し市民の相
談を受けた｡ 相談件数99件 (電話72件､ 来庁27件)｡ 相談内
容……架空請求59件､ 訪問販売15件､ 消費トラブル25件

■保健・医療の充実
健 康 健康あきたかた21計画の策定 331万円

健康づくりの指針 ｢健康
あきたかた21｣ 計画を市
民参画のもとに策定した｡

■社会全体で支える福祉の充実
保 育 所 保育所の整備 1億2500万円

吉田保育所プレハブ園舎の解消とあわせて､ 低年齢児保育の
要望増に対応するため､ ３歳未満児専用のみつや保育所を新
設した｡

■環境との共生
環 境 ごみの減量化・資源化 535万9千円

古紙などの回収､ 生ごみ処理機への助成金の交付により､ 地
域の住民の自主的なリサイクル活動と､ 家庭ごみの有効利用
と減量化を推進｡

………………

…………………………………………

…………………

………

……………………

……………

多彩な生産と交流のまちづくり

■産業の振興
農 業 中山間地域等直接支払制度交付金

3億324万8千円
市内で201の協定が結ば
れている｡ 農業生産活動
などを通じ､ 国土の保全､
水源のかん養､ 良好な景
観形成などの多角的機能
を継続して発揮させた｡

農 業 ほ場整備の実施 3888万4千円
法恩地井才田地区 (甲田町) と川根地区 (高宮町) で､ 基盤
の整備を実施｡

安心安全 災害復旧事業の実施 8748万5千円
平成18年７月梅雨前線豪雨災害と９月の台風13号災害により､
被害を受けた農地､ 農業用施設､ 林業施設の災害復旧事業を
実施｡

農 業 農業振興施設の管理運営 2294万6千円
農業振興関係施設の管理運営委託等を行い､ 各地域での農業
振興を推進した｡

■交流のネットワークづくり
観 光 神楽門前湯治村のリニューアル

4672万5千円
平成10年７月から年中無
休の創業で､ 浴場棟や宿
泊棟､ 神楽ドームなど施
設全般の老朽化が目立ち
始めたため､ 各種施設の
リニューアル工事を実施｡

観 光 観光振興施設の管理運営 1853万8千円
安芸高田市内の観光施設の整備・美化を図り､ 利用者の利便
性を向上させるとともに安芸高田市の観光宣伝に努めた

…………………………………

…………………

……………

………

……………………………………

………



地
域
の
眠
っ
た
力
を

起
こ
す

羽
佐
竹
振
興
協
議
会
で
は
、
総
会

の
際
に
地
域
全
戸
で
確
認
し
合
っ
た

行
事
を
確
実
に
実
行
し
て
い
く
こ
と

が
、
活
動
の
形
に
な
っ
て
い
ま
す
。

役
員
の
皆
さ
ん
た
ち
の
気
持
ち
に
は

｢

先
輩
た
ち
が
築
い
て
、
伝
え
ら
れ

て
き
た
地
域
行
事
。
自
分
た
ち
の
代

で
流
れ
を
途
切
れ
さ
せ
て
は
な
ら
な

い｣

と
い
う
強
い
気
持
ち
が
あ
る
そ

う
で
す
。

そ
の
た
め
に
、
ま
ず
は
役
員
が
汗

を
流
さ
れ
て
い
ま
す
。
役
員
の
パ
ワ
ー

は
地
域
の
住
民
の
パ
ワ
ー
に
直
結
す

る
も
の
。
振
興
協
議
会
の
役
員
た
ち

が
お
も
し
ろ
く
な
い
と
感
じ
て
い
た

ら
、
行
事
全
体
に
そ
う
し
た
空
気
が

流
れ
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
も
伝
わ
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
役
員
と
住
民
が
刺

激
し
あ
い
、
高
め
あ
っ
て
こ
そ
、
地

域
が
前
進
し
て
い
き
ま
す
。
自
治
活

動
は
休
む
こ
と
は
簡
単
で
す
。
し
か

し
１
度
休
ん
だ
ら
復
活
さ
せ
る
に
は

と
て
も
大
き
な
力
が
必
要
に
な
る
と

い
う
こ
と
を
役
員
の
皆
さ
ん
は
よ
く

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
休
ま
せ
な
い
た

め
に
は
、
取
り
組
む
気
持
ち
が
大
切

な
の
だ
と
役
員
の
皆
さ
ん
は
話
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

｢

古
く
か
ら
、
だ
れ
か
が
、
だ
れ

か
と
協
力
し
な
が
ら
活
動
を
行
っ
て
、

地
域
を
動
か
し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ

が
、
今
、
振
興
協
議
会
と
い
う
組
織

が
地
域
を
動
か
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
そ
の
原
動
力
は
今
も
昔
も
変
わ

ら
ず
人
。
役
員
が
動
き
、
住
民
が
動

き
、
人
の
パ
ワ
ー
が
高
ま
っ
て
、
地

域
が
動
い
て
い
ま
す
。
振
興
協
議
会

と
い
う
の
は
、
人
が
動
く
き
っ
か
け

を
つ
く
る
と
こ
ろ
。
地
域
に
眠
っ
た

パ
ワ
ー
を
呼
び
起
こ
す
も
の
な
の
だ

ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す｣

と
京
極

卓
士
た
く
じ

会
長
は
話
さ
れ
ま
す
。
人
が
集

い
、
語
ら
い
、
力
を
あ
わ
せ
る
こ
と

で
、
地
域
を
継
続
さ
せ
ま
す
。｢

今

あ
る
も
の
を
大
切
に｣

こ
れ
が
、
羽

佐
竹
振
興
協
議
会
の
地
域
づ
く
り
で

す
。
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������������いつかの時代に､ だれかが

必要性によって行事を興し､

人によって受け継がれて現在

にいたります｡ 今は､ 何事も

新しさばかりを求める傾向に

ありますが､ 私は､ 古き良き

伝統を見つめなおすことも大

切なのではないかと思います｡

少子高齢化が進めば進むほど､

昔はこうだったというのを復

活させてみるのもよいと思い

ます｡ この伝統を今流に焼き

なおすことというのは､ 振興

会だからこそできることでは

ないかと思います｡

実際に高宮では行事を大切

にしてきているのかもしれま

せん｡ ｢高宮は行事が多い｣

という話を聞くことがありま

す｡ 実際に回数を他の地域と

比べたことはありませんが､

裏を返せば､ それだけ､ だれ

かと出会っていることになり

ます｡ だれかと会って､ 何か

を話す｡ 人と人とのつながり

が深まります｡ 人と人とのつ

ながりは集落が続くといく大

きな要素なのだろうと私は思

います｡

温故知新

羽羽佐佐竹竹振振興興協協議議会会
人人 口口 339933人人
世世帯帯数数 114477世世帯帯

平成19年４月現在

①羽佐竹振興協議会の役員の皆さんと､ 辻駒健二推進員｡
②２年に１度開催されている羽佐竹地域大運動会｡ 子どもからお年寄りまでが参加でき
る競技が10種目程度準備されている｡ 運動を通じて､ 住民同士の笑顔の輪が広がる｡

③地域内の香六ダムに整備されたキャンプ場の周辺を､ 年に１度､ 美化作業に取り組
む｡ このキャンプ場の管理も振興協議会が引き受けている｡
④隔年で行われている羽佐竹の祭り ｢わかはた祭り｣｡ 大正琴やカラオケ､ 県民踊などの文
化サークルの発表のほか､ 各集落による出し物が発表される｡ 出演者の熱演､ 司会の巧妙
な進行､ 会場からの声援などによって､ 会場にはとてもなごやかな一体感が生まれていた｡

①

③②

振
興
協
議
会
が

集
落
を
つ
な
ぐ

｢

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
元
気
な
地

域
に
な
ろ
う｣
と
、
羽
佐
竹
に
ス
ポ
ー

ツ
同
好
会
が
で
き
た
の
は
、
昭
和
40

年
の
こ
と
で
す
。
有
志
た
ち
の
集
ま

り
に
よ
っ
て
始
ま
っ
た
同
好
会
は
、

地
域
を
刺
激
し
、
５
年
後
に
は
全
戸

が
加
入
し
た
羽
佐
竹
体
育
振
興
会
が

作
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
組
織
が
羽
佐

竹
振
興
協
議
会
の
礎
に
な
り
ま
す
。

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
高
宮
駅
伝
大

会
に
も
、
組
織
的
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。
そ
の
大
会
で
毎
年
、
チ
ー

ム
が
好
成
績
を
残
し
て
き
た
こ
と
も

あ
り
、
地
域
は
盛
り
上
が
り
、
組
織

が
す
ん
な
り
と
地
域
に
溶
け
込
ん
で

い
き
ま
し
た
。

｢

全
戸
加
入
の
組
織
、
も
っ
と
幅

を
広
げ
よ
う
で
は
な
い
か｣

と
い
う

議
論
が
は
じ
ま
っ
た
の
は
昭
和
50
年

代
後
半
の
こ
と
。
羽
佐
竹
で
暮
ら
す

全
員
が
加
入
し
て
、
地
域
全
体
を
統

括
す
る
組
織
づ
く
り
に
取
り
組
ま
れ

ま
し
た
。
そ
こ
で
地
域
内
を
見
直
し

て
み
る
と
、
長
年
に
わ
た
り
脈
々
と

受
け
継
が
れ
て
き
た
地
域
活
動
が
あ

り
ま
し
た
。
子
ど
も
会
、
老
人
会
を

は
じ
め
、
神
楽
団
や
盆
踊
り
保
存
会
、

文
化
活
動
団
体
な
ど
、
多
く
の
皆
さ

ん
に
よ
っ
て
た
く
さ
ん
の
活
動
が
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
団
体

に
も
入
っ
て
も
ら
い
、
昭
和
57
年
、

羽
佐
竹
振
興
協
議
会
が
誕
生
し
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
の
活
動
の
独
自
性

や
、
長
年
続
い
て
き
た
地
域
行
事
の

趣
旨
や
伝
統
の
尊
重
を
基
本
と
し
、

各
団
体
の
協
力
に
よ
り
、
振
興
協
議

会
が
形
づ
く
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
振
興
協
議
会
が
で
き
た
こ
と

に
よ
っ
て
、
協
議
会
主
催
の
行
事
な

ど
で
多
く
の
人
が
協
議
会
と
関
わ
り

を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
す
。
振
興
協

議
会
の
誕
生
に
よ
っ
て
、
羽
佐
竹
の

５
つ
の
集
落
の
距
離
が
ぐ
っ
と
縮
ま

る
と
い
う
こ
と
が
結
果
と
し
て
現
れ

ま
し
た
。

会
費
は

税
金
み
た
い
な
も
の

羽
佐
竹
振
興
協
議
会
で
は
、
全
戸

か
ら
年
間
３
０
０
０
円
の
会
費
が
集

め
ら
れ
て
い
ま
す
。｢

会
費
は
貴
重

な
活
動
源
で
す
よ
。
お
金
が
な
い
と

何
か
の
作
業
の
後
に
お
茶
も
飲
め
な

い
し
、
と
に
か
く
何
も
で
き
な
い
じ
ゃ

な
い
で
す
か｣

と
話
さ
れ
る
の
は
生

活
福
祉
部
長
の
稲
田
教
子

み
ち
こ

さ
ん
。
会

費
の
徴
収
は
年
に
３
回
。
集
ま
っ
た

会
費
は
、
総
会
で
決
め
ら
れ
た
配
分

で
、
地
域
の
た
め
、
ま
た
自
分
た
ち

の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。
地
域
の
皆

さ
ん
も
自
分
た
ち
の
地
域
活
動
を
行

う
た
め
に
こ
の
会
費
を
払
う
こ
と
を

当
然
の
こ
と
と
思
っ
て
い
ま
す
。

｢

こ
の
会
費
を
払
っ
て
い
る
か
ら

こ
そ
、
何
の
気
兼
ね
も
な
く
行
事
な

ど
に
参
加
し
て
も
ら
え
る
の
だ
ろ
う

と
も
思
い
ま
す
。
元
を
取
ら
な
い
と

損
と
ば
か
り
に

(

笑)

。
ま
た
自
分

た
ち
が
出
し
合
っ
た
お
金
で
運
営
を

し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
お
金
を
有
意

義
に
使
う
よ
う
に
も
な
る
の
だ
と
思

い
ま
す｣

と
は
文
化
部
長
の
中
田

勝
則

か
つ
の
り

さ
ん
。
会
費
は
税
金
と
一
緒
の

よ
う
な
も
の
だ
と
話
さ
れ
ま
す
。
自

費
活
動
だ
け
に
お
金
を
使
う
の
に
も

知
恵
が
働
き
ま
す
。
地
域
の
秋
祭
り

の
時
な
ど
に
は
、
子
ど
も
会
育
成
部

な
ど
が
バ
ザ
ー
を
や
っ
て
、
活
動
資

金
を
増
や
し
て
い
ま
す
。

新
た
に
地
域
に
入
居
さ
れ
た
家
庭

で
も
、
振
興
協
議
会
の
こ
と
を
説
明

す
る
こ
と
で
、
そ
の
役
割
を
理
解
し

て
も
ら
え
、
会
費
も
快
く
支
払
っ
て

も
ら
え
る
そ
う
で
す
。
会
費
を
支
払

う
こ
と
で
積
極
的
に
活
動
に
参
加
し

た
い
と
い
う
意
欲
と
、
実
際
の
活
動

を
盛
り
上
げ
る
効
果
を
果
た
し
て
い

ま
す
。
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総
会
の
と
き
み
ん
な
で
決
め
た
こ
と
を
確
実
に
行
っ
て
い
く｣

こ
れ
が
、

羽
佐
竹
振
興
協
議
会
の
テ
ー
マ
。
何
十
年
と
続
く
１
つ
１
つ
の
行
事
を
、
大

切
に
開
催
し
て
い
く
。｢

や
る
か
ら
に
は
ち
ゃ
ん
と
し
よ
う｣

が
役
員
た
ち

の
合
言
葉
。
汗
を
流
す
役
員
た
ち
に
よ
っ
て
、
毎
年
、
同
じ
内
容
の
行
事
に

も
違
う
息
吹
が
吹
き
込
ま
れ
る
。
そ
こ
に
は
決
し
て
マ
ン
ネ
リ
感
は
感
じ
ら

れ
ず
、
参
加
者
に
は
笑
顔
が
広
が
り
、
役
員
た
ち
は
充
実
感
を
味
わ
う
。
住

民
と
役
員
が
力
を
高
め
あ
い
、
地
域
を
維
持
・
前
進
さ
せ
て
い
く
。

VOL.19 羽佐竹振興協議会
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国際交流を深める
刈田小学校がインターナショナルスクールと交流
10月11日 (木)､ 刈田小学校に東京都港区のインターナショ
ナルスクールに通う６年生34人が訪れました｡ 国際交流を目
的に行われているこの訪問は､ 今年で４回目になります｡ そ
れぞれの国の衣装を着た児童たちは､ 自己紹介にあわせて自
分の国の有名なものや自慢できるものを紹介していました｡
その後､ コマ回しや､ ハンカチおとし､ 剣玉など日本の伝統
的な遊びをして楽しく交流したあとは､ 一緒に給食を食べて
午後からはサツマイモ堀りをして楽しみました｡

ゲートボールで交流
安芸高田市スポーツ少年団大会
９月24日 (月) 安芸高田市甲田町の小原多目的広場で安芸
高田市スポーツ少年団大会が開催されました｡ 市内のスポー
ツ少年団同士､ またその親や､ 祖父母世代となる甲田地域の
老人クラブ・ゲートボール協会の皆さんなど３世代が､ ゲー
トボールというスポーツを通じて交流するこの大会も今年で
22回目｡ ボールの打ち方など基本的なルールを教わった子ど
もたちは､ 試合の中では祖父母世代の皆さんにチームとして
協力するための作戦を伝えてもらいながら､ 指示された場所
を狙ってボールを打っていました｡

芝生のグラウンドで
Ｊリーグ百年構想サッカー教室
10月４日 (木)､ 美土里小学校でＪリーグ百年構想サッカー
教室が開催されました｡ この教室は､ 全国に芝生のグラウン
ドの素晴らしさを紹介し､ ひとつでも多くの芝生の広場や校
庭が増えることを願ってＪリーグが開催しているものです｡
元Ｊリーガーの城彰二さんやサンフレッチェ広島育成センター
コーチと一緒に全児童がボールを使ったゲームなどをして体
を動かしました｡ サッカーのミニゲームでは､ 城さんからボー
ルを奪おうと､ 城さんの足元にボールが来ると､ 何人もの子
どもたちが取り囲んでいました｡

盛りだくさんの内容
第19回こうだわいわい祭
10月７日 (日) 甲田文化センターミューズ前広場で､ 第19
回こうだわいわい祭が開催されました｡ 当日の参加も可能な
マラソン大会では､ 約２ｋｍの距離を子どもから大人まで約
60人が参加｡ 秋晴れの中を気持ちよさそうに走り､ 甲田支所
前に設置されたゴール前では大きな拍手と声援がランナーた
ちに送られていました｡ また､ 梨の皮むき大会や大土山子ど
も田楽､ いろいろなバザーコーナーなどの盛りだくさんの内
容に､ 訪れた人たちは１日中楽しんでいました｡
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コントロールが難しい
第４回ひろしま障害者フライングディスク競技大会
９月23日 (日)､ 吉田サッカー公園で第4回ひろしま障害者
フライングディスク競技大会が開催されました｡ 午前の部は､
５ｍまたは７ｍ離れた場所にある輪に向かって､ ディスクを
10枚投げ､ 輪を通過した枚数を競うアキュラシー競技が行わ
れ､ 午後の部はディスクを３枚投げ､ 最も遠くへ飛んだディ
スクの距離を競うディスタンス競技が行われました｡ 参加さ
れた方々は､ 午前中はじりじりとした暑さ､ また､ 午後から
は雨という天候に影響されることなく一生懸命ディスクを投
げられていました｡

神楽ドームで舞いました
美土里こども神楽発表大会
９月17日 (祝)､ 美土里町の神楽門前湯治村神楽ドームで第９回目となる美土里こど

も神楽発表大会が開催されました｡ 美土里地域の９つの子ども神楽団が､ 夏休み前から
練習を積み重ねてきた ｢紅葉狩｣ や ｢八幡｣､ ｢鈴鹿山｣ などの演目を上演しました｡ 子
どもたちの力強い大太鼓のばちさばき､ 凛とした神の立ち振舞い､ 迫力ある鬼の台詞､
ゆかいな道化の言動に､ 会場に訪れた1500人をこえる観客からは､ 大きな拍手が贈られ
ていました｡

優勝旗はどのチームに!!
安芸高田市長旗争奪学童野球大会
９月24日 (月) 安芸高田市八千代町の八千代中央グラウン
ドで､ 第４回安芸高田市長旗争奪学童野球大会が開催されま
した｡ 市内９つの少年野球クラブが２つのブロックに分かれ､
そのブロックごとの優勝旗を目指しました｡ 春から夏と､ 熱
心に練習を重ねて力をつけてきたそれぞれのクラブ｡ とても
引き締まった内容の試合が続きました｡ その結果､ 八千代少
年野球クラブと美土里少年野球クラブが優勝の栄誉に輝きま
した｡
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９月

火 災

救 急

救 助

そ の 他

0件

90件

2件

0件

(24件)

(981件)

(21件)

(37件)

��
後期保安講習日程 (近隣分)

講習日

(平成20年)
場 所

講習時間及び講習種別

９：10～12：10 13：10～16：10

１月９日 (水) 広 島 市 給油取扱所 そ の 他

１月10日 (木) 広 島 市 そ の 他 給油取扱所

１月15日 (火) 三 次 市 給油取扱所 そ の 他

１月17日 (木) 東広島市 給油取扱所 そ の 他

１月31日 (木) 広 島 市 給油取扱所 そ の 他 ����

開会式

屋内消火栓の部 ��
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�����������������
文
ぶん

加奈子
か な こ

さん (吉田町)
｢日々子育てに追われ､ 自分のやりたいことや興味があることに時間が

使えないお母さんのために､ 少しだけ自分の時間をつくろうよ｣ とお母さ
んと子どものサークル ｢manma (マンマ)｣ を中心となって立ち上げた
文加奈子さん｡ ｢manma (マンマ)｣ は月２回木曜日､ ふれあいセンター
いきいきの里ほか吉田町内の施設で活動されています｡ 活動時間は､ 午前
10時から午後２時まで｡ 午前中お母さんたちはフラワーアレンジメントや
クッキング､ パッチワーク､ エクササイズなどに取り組み､ 少しだけ子育
てから離れます｡ 全員で昼食をとった後は､ 子どもとお母さんが一緒に､
楽しい時間を過ごしています｡
このサークルは､ ボランティアの皆さんによって成り立ってい
ると文さんは言います｡ というのも､ お母さんたちが少しだけ自
分の時間を楽しむ午前中の１時間半､ 子どもたちはおばあちゃん
や顔見知りの方によって別の部屋で子守の協力をしてもらってい
るからです｡ 核家族化がすすみ､ 親に子育ての比重が大きくかかっ
ている今､ ｢習い事などは興味があっても子育て中はなかなか行
くことができません｡ 少しだけでもお母さんの気分転換の場になっ
たらと思っています｣ と文さん｡ より多くのお母さんが参加でき
るよう､ 子守に協力していただける方を募集されています｡
■連絡先 manma代表 文加奈子さん (℡ ４２－２０５０)

●広報あきたかたへの情報提供をお願いします
広報あきたかたでは､ がんばっている人､ グループ､ 全国大会へ出場する人の情報をお待ちしています｡
(紙面スペースなどにより掲載できない場合もありますので､ その際にはご了承ください｡)
あて先は､ 〒731-0592 安芸高田市吉田町吉田791番地 安芸高田市総務企画部総務課 ｢広報あきたかた｣ 担当係 ℡42-5611 FAX42-4376

平成19年４月１日から平成20年３月31日までに100
歳になられる方々に､ 内閣総理大臣から祝状と記念品
(銀杯) が贈呈されました｡ ９月中に､ 市内の該当者
17名の自宅などを市長が訪問し､ 祝状・記念品 (銀杯)
と市からの長寿祝い金をお届けして､ お祝いしました｡

■吉 田 町 石田夏子さん､ 上田ヲツギさん､
佐々木ハルコさん (故人)､

篠原ミツヨさん､ 中川アキミさん､
信川ナツミさん､ 水田イシヲさん

■八千代町 井尾 子さん､ 久保田定章さん
■美土里町 上田善子さん
■高 宮 町 小丸キミヨさん､ 原シマヨさん､

寄野シカヨさん
■向 原 町 井上テル子さん､ 井上篤一さん､

児玉ヨシ子さん､ 坂本房江さん

��������������
ボランティアの皆さんと楽しそ
うに遊ぶ子どもたち｡

第62回国民体育大会 秋田わか杉国体
■競泳 少年女子
近永 有似 (沼田高校)
■カヌー 少年男子
小椋 雅峻 (祇園北高校)
小又 千春 (吉田高校)
■カヌー 少年女子
川本 佳乃 (可部高校)
小椋 清香 (八千代中学校)
■相撲 成年男子
江本 良時 (竹原高校)
■サッカー 少年男子
田村 昇大・浅田 裕史・宮本 徹・森保 翔平
元田 涼介・茶島 雄介・玉田 道歩・大� 淳矢
山� 翼・水頭 廉 (吉田高校)
■ハンドボール 成年男子
中山 剛・坪根 敏宏・山口 修・下川 真良
武藤 剛・濱本 忠志・東長濱秀作・福田 大樹
志水 孝行・新 建二・古家 雅之・東 慶一
松村 昌幸 (湧永製薬株式会社)
■アーチェリー 少年男子
中村 龍 (吉田高校)
■ソフトボール 成年女子
小浦 麻美 (大朝小学校)
小田 裕美 (アオイ化学工業㈱)

■陸上競技 少年男子
日浦 誠治 (西条農業高校)
■馬術 成年男子
平尾 賢 (エンゼル乗馬クラブ)
■馬術 成年女子
平尾 裕子 (エンゼル乗馬クラブ)

第23回全日本ゲートボール選手権大会
■ゲートボール
中川 隆士・藤川 孝志・河野 栄・堰樂 榮
中� 好身 (広島安芸高田チーム)

第20回全国健康福祉祭いばらぎ大会
(ねんりんピック茨城2007)
■ゲートボール
中川 隆士・藤川 孝志・堰樂 榮・新田富喜枝
下田千代子・中� 好身 (広島高田美土里チーム)
■卓球
幸田 明久 (みつやの里スポーツクラブ)

第56回全国青年大会
■男子９人制バレーボール
岸田純一・山根善浩・山際洋二・岩�英法・
國司武則・隅原 聡・迫永秀雄・武岡義和・
見坂 誠・藤井道理・道上裕介・岸川千恵美

(吉高クラブ)

����������������テーブルに飾るフラワーアレン
ジメントをつくった｡
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月日・受付期間 会 場 相談内容 お 知 ら せ
11月６日(火)
10:00～11:30

(高宮)
基幹集落センター

●育児相談
●４か月児相談
●２歳６か月児
相談

※４か月児相談・
２歳６か月児相
談の対象者には
個人通知します｡

対象：４か月児相
談は平成19年７
月生まれ｡
２歳６か月児相
談は平成17年５
月生まれ｡

※歯ブラシをご持
参ください｡

11月13日(火)
10:00～11:30

(八千代)
保健センター

11月14日(水)
10:00～11:30

(向原)
保健センター

11月21日(水)
10:00～11:30

(甲田)
ふれあいセンターこうだ

11月28日(水)
10:00～11:30

(美土里)
山村開発センター

11月２日(金)
10:00～11:30
13:00～14:30

(吉田)
ふれあいセンター
いきいきの里

●育児相談

11月16日(金)
10:00～11:30
13:00～14:30

(吉田)
ふれあいセンター
いきいきの里

●４か月児相談
●２歳６か月児
相談

※育児相談はどこの会場を利用されても結構です｡
お気軽にご参加ください｡

【子育て相談会】 ※個別相談で､ 予約が必要です

月日･受付時間 会 場 相 談 員 お 知 ら せ
11月７日(水)
13:00～15:00

(高宮)
田園パラッツオ

心理判定員
(子育て相談員)

要予約 (予約先：
保健医療課)

11月19日(月)
10:30～15:00

(吉田)
吉田人権会館

児童福祉司・
心理判定員

要予約 (予約先：
保健医療課)

月日・受付時間 対象 会場 申込期間 内容など

のびのび教室
11月５日(月)
10:00～13:00

生後１歳
７か月児
～

(甲田)
ふれあい
センター
こうだ

10月29日～

11月２日

★親子でクッキング
に挑戦！
★定 員：15組
★参加費：１組200円
★持参物：タオル・
エプロン

すくすく教室
11月30日(金)
13:30～15:00

生後４か
月児～１
歳６か月
児

(向原)
保健セン
ター

11月22日
～28日

★離乳食デモンスト
レーション＆試食
★お口のケアをしよ
う！
★定 員：15組
★持参物：普段使用
している歯ブラシ
(９か月～)

【乳幼児健康教室】

※参加希望の方は､ 安芸高田市保健医療課(℡42－5619)へお
申込ください｡

｢かぜ｣ に気をつけましょう

大人にとっては ｢鼻かぜ｣ 程度でも赤ちゃんにとっては､

ミルクが飲めなくなったり､ 眠れなくなるほどつらい状態

になるので､ 気になる時は早めに受診し､ 症状が軽いうち

に手当てをしてこじらせないようにしましょう｡

■おでかけのときには人ごみを避ける｡
長時間の外出は赤ちゃんが疲れます｡ 人ごみはウイル

スにも感染しやすくなるので､ なるべくひかえましょう｡

■身近な人がかぜにかかったら､ 赤ちゃんを
近づけない｡
家族がかぜにかかったら､ 同じ部屋で過ごすことは極

力避けるようにしてください｡ マスクも効果はあります

が､ 市販されているマスクではインフルエンザなどのウ

イルスはシャットアウトできません｡

■睡眠､ 食事……規則正しい生活を心がける｡
寝不足や疲れなどで体力が落ちていると､ それだけで

ウイルスに感染しやすくなります｡ 赤ちゃんと一緒に家

族も規則正しい生活､ 栄養バランスのよい食事をとるよ

うに心がけましょう｡

■温度､ 湿度など生活環境に気をつける｡
ウイルスは乾燥した空気や低い温度が大好き｡ 特に湿

度が下がると､ のどや鼻の粘膜のバリア機能が落ちるの

で､ 換気に注意し部屋の環境を整えましょう｡

■手にくっついたウイルスを落とす｡
外から帰ったら､ まず手を洗いましょう｡ 手洗いのポ

イントは石鹸を使い､ 流水で洗うことです｡

■かぜをひいてもひどくならないように基礎
体力をつける｡
天気の良い日は､ 外気に触れての基礎体力づくりをし

ましょう｡ 冷たい空気にふれながら外遊びをすることで､

のどの粘膜も鍛えられ､ 風邪に負けない丈夫な体をつく

ります｡

げんきな親子
子育て中のみなさんを応援するコーナー｡
子育てに関係する情報をいろいろ掲載します｡
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月日･受付時間 対 象 会 場

11月８日(木)
13:00～13:15

１歳６か月児健康診査
H18年３月～４月生まれの
吉田町・八千代町在住の方

(八千代)
人権福祉
センター

11月15日(木)
13:00～13:15

３歳児健康診査
H16年４月～６月生まれの
甲田町・向原町在住の方

(向原)
保健
センター

11月22日(木)
13:00～13:15

乳児健診
Ｈ18年12月～Ｈ19年１月生まれ
の吉田町・八千代町在住の方

(吉田)
ふれあいセンター
いきいきの里

11月29日(木)
13:00～13:15

乳児健診
Ｈ18年12月～Ｈ19年２月生まれ
の美土里町・高宮町在住の方

(美土里)
山村開発
センター

※健診内容は､ 診察､ 身体計測､ 食生活・歯・ことばなど育児
全般における個別相談
※対象者には個人通知します｡

子どもたちは友だちと遊んだり､ お母さんと遊んだりと楽
しい時間が過ごせます｡ そのかたわらで､ お母さんたちは育
児の悩みなど情報交換もできます｡

日 時 保育所(園)名 内 容
11月１日 (木)
9:30～11:30

向原こばと園
℡46-2018 園 庭 開 放

11月６日 (火)
9:00～11:00

かわね保育園
℡58－0259 園 庭 開 放

11月６日 (火)
10:00～12:00

吉田保育所
℡42-0662 園 庭 開 放

11月７日 (水)
9:00～11:00

ふなさ保育園
℡57-0007 園 庭 開 放

11月９日 (金)
9:30～11:00

吉田幼稚園
℡42-2788 園 庭 開 放

11月12日 (月)
10:00～11:30

小原保育所
℡45-2653 園 庭 開 放

11月13日 (火)
10:00～11:30

甲立保育所
℡45-2199 園 庭 開 放

11月13日 (火)
10:00～12:00

吉田保育所
℡42-0662 園 庭 開 放

11月13日 (火)
9:00～11:30

くるはら保育所
℡57-1633 園 庭 開 放

11月14日 (水)
10:00～11:30

小田東保育所
℡45－2118 園 庭 開 放

11月15日 (木)
10:00～11:30

みどりの森保育所
℡54－0880 園 庭 開 放

11月15日 (木)
9:30～11:30

向原こばと園
℡46-2018

園 庭 開 放
(作って食べよう)

11月20日 (火)
10:00～12:00

吉田保育所
℡42-0662

園 庭 開 放
(ふれあいコンサート)

11月27日 (火)
10:00～12:00

吉田保育所
℡42-0662 園 庭 開 放

11月28日 (水)
9:30～11:30

入江保育園
℡43-1011 園 庭 開 放

11月29日 (木)
10:00～11:30

みつや保育所
℡42－1328 体 験 入 園

11月30日 (金)
9:30～11:00

吉田幼稚園
℡42-2788

お 楽 し み 会
( 親子体操 )

＊上記保育所 (園) 以外は､ 随時､ 園庭開放を行っておりま
すが行事の都合等がありますので保育所 (園) にお問い合
わせください｡

図書館でのおはなし会

11月10日 (土) 11：00～
八千代図書館 [おはなし会]
八千代人権福祉センター

11月10日 (土) 10：30～
田園パラッツォ図書館 [おはなしタイム]
田園パラッツォ

11月15日 (木) 10：30～
安芸高田市立中央図書館 [おはなし会]
クリスタルアージョ１階

11月17日 (土) 14：00～
甲田図書館 [かみしばい会]
ミューズ



��������安
芸
高
田
市
食
生
活

改
善
推
進
協
議
会

安
芸
高
田
市
食
生
活
改
善

推
進
協
議
会
吉
田
支
部
で
は
、

７
月
31
日
に
男
性
料
理
教
室

を
開
催
し
ま
し
た
。

｢

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
っ
て
な
に
？｣

を
テ
ー
マ
に
、
食
べ
過
ぎ
、
運
動
不
足
の
積

み
重
ね
な
ど
に
よ
り
、
内
蔵
脂
肪
型
肥
満
に

な
り
、
動
脈
硬
化
が
進
み
、
心
臓
病
や
脳
卒

中
、
そ
の
他
の
動
脈
硬
化
疾
患
に
か
か
る
と

い
う
話
を
し
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
の

実
習
を
し
ま
し
た
。
手
馴
れ
た
方
、
ぎ
こ
ち

な
い
方
さ
ま
ざ
ま
で
し
た
が
、
男
性
の
方
も

昔
と
違
っ
て
、
台
所
へ
入
ら
ざ
る
を
え
な
い

方
が
多
く
な
ら
れ
た
よ
う
で
し
た
。

ま
た
、｢

適
正
体
重
を
維
持
し
よ
う
・
体

重
は
健
康
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー｣

と
い
う
こ
と

で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で

半
数
以
上
の
方
が
該
当
さ
れ
て
い
る
も
の
の

ベ
ス
ト
10
を
紹
介
し
ま
す
。

１
、
18
歳
の
時
よ
り
現
在
の
体
重
が
重
い

２
、
体
重
は
変
わ
ら
な
い
が
体
型
が
く
ず
れ
た

３
、
下
腹
が
出
て
き
て
ヒ
ッ
プ
が
た
る
ん
で

き
た

４
、
運
動
不
足
で
あ
る

５
、
車
を
使
う
こ
と
が
多
い

６
、
疲
れ
や
す
く
体
力
が
な
く
な
っ
た

７
、
階
段
を
昇
る
と
息
が
切
れ
る

８
、
甘
い
も
の
が
好
き
で
お
菓
子
が
あ
る
と

つ
い
食
べ
て
し
ま
う

９
、
昼
寝
、
う
た
た
寝
を
よ
く
す
る

10
、
ア
ル
コ
ー
ル
を
よ
く
飲
む

み
な
さ
ん
は
こ
の
項
目
に
い
く
つ
該
当
し

ま
す
か
？
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
の
予
防
は
、

『

１
に
運
動
、
２
に
食
生
活

し
っ
か
り
禁

煙
、
最
後
に
薬』

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
最

後
に
、
毛
利
元
就
の
三
本
の
矢
に
ち
な
ん
で

｢

食
生
活｣

｢

運
動｣

｢

禁
煙｣

の
３
つ
を
あ

わ
せ
て
行
う
こ
と
で
、
健
康
な
体
を
維
持
し

て
い
く
こ
と
を
再
確
認
し
ま
し
た
。
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たかみや湯の森
温水ウォーキングプール健康教室

水中では腰や膝に無理な負担をかけることなく歩くこ
とができ､ 普段使わない筋肉の回復や維持､ 増進を図る
ことができます｡
腰痛・肩こりの軽減､ 予防コース (午前)
【高宮・美土里地域の方対象】
■とき ２月18日～３月24日 毎回月曜日
【吉田・八千代地域の方対象】
■とき １月31日～３月６日 毎回木曜日
【甲田・向原地域の方対象】
■とき １月25日～２月29日 毎回金曜日
いずれも午前10時～11時 ６回コース
※希望者には無料で送迎があります｡
※定員に余裕があれば対象地域以外からも参加できます｡
ただし､ 送迎はありません｡
健康づくりコース (夜)
【市内全域の方対象】
■とき １月29日～３月18日 毎回火曜日

午後７時～８時 ６回コース
【申込期限】 １月７日(月)
【と こ ろ】 たかみや湯の森温水ウォーキングプール
【定 員】 17名 (定員になり次第締切)
【参 加 費】 1,800円 (温水プール利用料１回につき

400円は別料金)
【申 込 先】 たかみや湯の森 ℡５９－００５９

認知症予防講演会

■とき・ところ
11月７日(水) 向原公民館 13:30～15:00

■テーマ
『認知症を理解し､ 地域で支えていくために』
講師：安芸太田町加計病院作業療法士 馬場孝さん

HIV抗体検査

■とき 11月20日(火) 9:00～11:00
■問合せと申込先：

広島県芸北地域保健所
℡ (082) 814-3181

断酒会

広島断酒ふたば会 中田克宣
℡ (０８２) ８１４－１８７４
■と き 11月９日(金)・23日(金)

例会 19:00～21:00
■ところ 吉田人権会館
※詳しい内容は､ お問い合わせください｡

インフルエンザ予防接種
ー12月中旬までの接種が有効ですー

65歳以上の方などを対象にインフルエンザ予防接種を
実施します｡ 対象者へは予防接種の案内と ｢接種券｣ お
よび ｢予診票｣ を送っています｡
■対 象 者 ・65歳以上の市民 (昭和17年12月31日まで

に生まれた方)
・60～64歳で心臓・腎臓・呼吸器機能・免
疫機能障害で身体障害者手帳１級に該当
する市民

■接種場所 かかりつけの医療機関 (安芸高田市と委託
契約がされているところ)
※医療機関によっては予約が必要なところ
もありますので事前にご確認ください｡

■接種回数 １回
■個人負担 1,000円 (医療機関によっては1,000円以上

のところもあります)
※｢インフルエンザ予防接種券｣と｢予診票｣
を医療機関へ必ずご持参ください｡
※接種券を持たずに接種を受けられた場合
は､ 全額自己負担となりますのでご注意
ください｡

■ ｢インフルエンザ予防接種券｣および｢予診票｣は対象
者へ郵送しています｡ まだ届いていない場合は､ 保健
医療課へお問合せください｡
■ 今後インフルエンザに関する書類を､ 住民票のある
ところ以外へ送付の希望をされる場合は ｢送付先変更
届出書｣ を提出してください｡ 来年度以降､ 変更先の
住所に送付します｡ 届出用紙は保健医療課または各支
所市民生活課へあります｡ またホームページからもダ
ウンロードできます｡
■ 対象以外でこの予防接種を希望される方は､ 全額自
己負担で接種を受けることができます｡
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健康あれこれ 保健医療課 ℡４２－５６１９

70
歳
以
上
の
方
は
、
年
齢
な
ど
に
よ
り
、

国
民
健
康
保
険
か
老
人
保
健
で
お
医
者
さ
ん

に
か
か
り
ま
す
。

た
だ
し
、
自
己
負
担
の
割
合
や
限
度
額
な

ど
は
ど
ち
ら
の
制
度
も
同
じ
で
す
。

70
歳
以
上
の
方

(

昭
和
７
年
10
月
１
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方)

国
民
健
康
保
険
で
お
医
者
さ
ん
に
か
か
り

ま
す
。
75
歳
に
な
る
と
老
人
保
健
で
お
医
者

さ
ん
に
か
か
り
ま
す
。

75
歳
以
上
の
方

(

一
定
の
障
害
の
あ
る
方
は
65
歳
以
上)

(

昭
和
７
年
９
月
30
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方)

老
人
保
健
で
お
医
者
さ
ん
に
か
か
り
ま
す
。

■
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き

か
か
っ
た
費
用
の
１
割

(

現
役
並
み
の
所

得
者
は
３
割)

を
負
担
し
ま
す
。
入
院
時
の

食
事
代
に
つ
い
て
は
別
途
負
担
し
ま
す
。

■
国
民
健
康
保
険
で
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
方

・
保
険
証

・
高
齢
受
給
者
証

を
窓
口
に
提
示
し
ま
す
。

■
老
人
保
健
で
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
方

・
保
険
証

・
老
人
保
健
医
療
受
給
者
証

を
窓
口
に
提
示
し
ま
す
。

高
齢
受
給
者
証
、

医
療
受
給
者
証
を
忘
れ
ず
に
！

高
齢
受
給
者
証
と
医
療
受
給
者
証
に
は
自

己
負
担

(

１
割
ま
た
は
３
割)

が
示
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き

は
忘
れ
ず
に
持
参
し
、
窓
口
で
提
示
す
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
保
険
証
が
変
わ
っ
た
ら
届
出
が
必

要
で
す
。
早
め
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
20
年
４
月
か
ら

｢

後
期
高
齢

者
医
療
制
度｣
が
始
ま
り
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
と
は
、
現
行
の
老

人
保
健
制
度
に
代
わ
る
75
歳
以
上
の
方
と
一

定
の
障
害
が
あ
る
65
歳
以
上
の
方
が
受
け
る

医
療
保
険
制
度
で
す
。

■
平
成
20
年
４
月
ま
で
に
新
し
い
保
険
証
を

届
け
ま
す

新
し
い
制
度
に
伴
い
、
個
人
証
と
し
て
一

人
ひ
と
り
に
保
険
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
こ

れ
ま
で
の
老
人
保
健
制
度
で
は
、
加
入
す
る

医
療
保
険
か
ら
交
付
さ
れ
る
被
保
険
者
証
と

市
町
か
ら
交
付
さ
れ
る
老
人
保
健
受
給
者
証

の
２
種
類
を
医
療
機
関
の
窓
口
で
提
示
し
て

い
ま
し
た
が
、
平
成
20
年
４
月
か
ら
は
広
域

連
合
が
発
行
す
る
保
険
証

(

被
保
険
者
証)

の
み
を
提
示
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

■
加
入
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

現
在
、
老
人
保
健
制
度
で
医
療
を
受
け
て

い
る
方
は
、
そ
の
ま
ま
引
き
続
き
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。

■
医
療
機
関
で
の
自
己
負
担
割
合
は
変
わ
り

ま
せ
ん

現
行
の
老
人
保
健
制
度
と
同
様
に
、
一
般

の
方
は
１
割
、
現
役
並
み
所
得
者
は
３
割
と

な
り
ま
す
。

■
保
険
料
は
一
人
ひ
と
り
が
納
付
し
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
被
保
険
者
の

保
険
料
を
制
度
運
営
の
財
源
と
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
健
康
保
険
組
合
な
ど
の
社
会
保
険
の

被
扶
養
者
で
あ
る
人
も
、
新
し
い
制
度
に
お

い
て
は
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
保
険
料
は
所
得
に
よ
っ
て
決
ま

り
、
原
則
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

保
健
医
療
課
ま
た
は
広
島
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
業
務
課
業
務
係(

℡
０
８
２－

５
０
２－

７
８
２
２)

ま
で
。

国
民
健
康
保
険
・
老
人
保
健
の
サ
ー
ビ
ス

で
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
保
健

医
療
課

(

℡
４
２－

５
６
１
９)

ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 ����げんき

の
み
な
も
と

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

(

内
臓
脂

肪
症
候
群)

予
防
の
た
め
に
、
８
月
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
は
、
現
在

１
２
１
名
の
方
が
挑
戦
中
で
す
。
今
回
は
、

教
室
の
内
容
の
う
ち
食
生
活
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

食
生
活
を
見
直
し
て
内
臓
脂
肪
を
減
ら
そ

う
！
〜
つ
い
食
べ
す
ぎ
る
の
は
ど
う
し
て
？

食
べ
す
ぎ
な
い

｢

食
べ
方｣

を
身
に
つ
け

よ
う
！
〜

■
あ
っ
と
い
う
間
に
食
べ
終
わ
る

■
朝
は
食
べ
て
い
る
よ
り
寝
て
い
た
い

■
食
べ
る
時
間
が
特
に
決
ま
っ
て
い
な
い

■
お
な
か
い
っ
ぱ
い
に
な
る
ま
で
食
べ
続
け
る

■
い
つ
も
な
に
か
し
ら
口
に
し
て
い
る

な
ど
、
こ
の
よ
う
な
食
行
動
は
食
べ
す
ぎ
を

招
い
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
次
の
ポ
イ

ン
ト
を
意
識
し
て
、
で
き
る
こ
と
か
ら
実
践

し
て
み
ま
し
ょ
う
！

□
１
日
３
食
規
則
的
に
食
べ
る
。

□
腹
八
分
目
に
す
る
。

□
早
食
い
、
な
が
ら
食
い
、
ま
と
め
食
い
を

避
け
る
。

□
食
器
を
小
ぶ
り
の
も
の
に
す
る
。

大
き
め
の
器
で
量
を
減
ら
す
と
物
足
り
な

い
が
、
小
さ
め
の
器
に
山
盛
り
な
ら
満
足

感
が
得
ら
れ
ま
す
。

□
よ
く
か
ん
で
食
べ
る
。

□
副
食

(

野
菜
料
理)

か
ら
先
に
食
べ
る
。

野
菜
や
き
の
こ
、
海
そ
う
な
ど
食
物
繊
維

が
豊
富
な
副
菜
を
先
に
食
べ
る
と
低
エ
ネ

ル
ギ
ー
で
お
な
か
が
い
っ
ぱ
い
に
な
る
。

□
深
夜
の
飲
食
を
控
え
、
夕
食
は
就
寝
の
２

〜
３
時
間
前
ま
で
に
す
ま
せ
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
低
い
夜
間
に
食
事
を

食
べ
る
と
内
臓
脂
肪
が
た
ま
り
や
す
い
。

□
外
食
で
は
副
菜

(

野
菜
料
理)

の
多
く
つ

い
た
定
食
を
選
ぶ
。

食
生
活
に
関
す
る
ご
相
談
は
、
保
健
医
療

課
栄
養
士
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

(

℡

４
２－

５
６
１
９)
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70
歳
以
上
の
方
が
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き

����
平成19年６月診療分
１人当たり費用額

安芸高田市 県平均

一 般 24,552円 18,782円

退職本人 35,639円 36,045円

退職扶養 27,604円 21,369円

老 人 61,832円 70,958円

全被保険者 41,739円 36,328円
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９
月
１
日
か
ら
新
し
く
農
業
委
員
と
な
ら

れ
た
方
の
紹
介
と
、
担
当
区
域
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

■
吉
田
地
区

岩
田

隆
幸

(

農
地)

津
々
羅
・
室
坂
・
川
原
・
中
馬
河
内
・
於
手
保
・

日
南
・
隠
地
・
千
川
・
市
場
上
・
市
場
中
・
久
保

地
・
甲
田
・
中
原

柿
上

正
博

(

農
政)

沖
原
・
西
浦
上
・
西
浦
下
・
相
合
１
・
相
合
２
・

相
合
３
・
相
合
４
・
後
相
合
・
山
部
・
印
内

山�
昭
弘

(

農
地)

左
円
・
上
迫
・
下
迫
・
大
賀
屋
・
新
町
・
西
土
手
・

二
丁
目
・
三
丁
目
・
川
手
・
川
向
１
・
川
向
２
・

四
丁
目
上
・
四
丁
目
中
・
四
丁
目
下
・
五
丁
目
上
・

五
丁
目
中
・
五
丁
目
下
・
高
樋
・
大
浜
・
内
堀
・

外
堀
・
四
軒
屋
・
柳
原
・
柿
原
・
古
市
・
下
国
司
・

上
国
司
・
太
郎
丸
・
一
丁
目
・
浄
安
寺
東
・
浄
安

寺
西
・
青
迫

信
川

耕
作

(

農
政)

常
友
日
南
・
常
楽
寺
・
下
新
屋
郷
・
上
新
屋
郷
・

山
手
沖
・
坂
巻
・
徳
田
・
山
手
日
南
上
・
山
手
日

南
下
・
山
手
中
・
山
手
西

中
田

由
明

(

農
政)

下
中
馬
下
・
下
中
馬
上
・
上
中
馬
・
宮
之
城
・
本

谷
上
・
本
谷
中
・
本
谷
下

村
上

一
夫

(

農
政)

上
竹
原
・
下
竹
原
・
上
福
原
・
下
福
原
・
甲
元
・

上
小
山
・
下
小
山

横
山

治
樹

(

農
地)

上
市
・
下
市
・
十
念
・
横
山
・
入
江
沖
・
久
保
・

小
草
・
石
原
・
下
入
江
向
桂
１
・
中
束
向
桂
２
・

長
屋
イ
・
長
屋
ロ
・
長
屋
ハ
・
桂
市
峠
・
表
桂
井

山
・
高
野
・
谷
桂

■
八
千
代
地
区

見
之
越
岩
八

(

農
政)

黒
瀬
・
下
土
師
上
・
下
土
師
中
・
下
土
師
下
・
上

恩
地
・
下
大
又
・
上
大
又
・
安
森
・
上
佐
々
井

祖
田

仁

(

農
地)

上
谷
・
山
梨
・
北
原
・
日
南
・
化
正
面
・
下
と
き

わ
・
上
と
き
わ
・
大
ま
き
・
水
無
・
五
郎
丸
・
下

佐
々
井
・
中
佐
々
井
・
門
出
・
谷
ノ
城

平
重

武
夫

(

農
地)

宮
の
下
・
宮
の
上
・
古
屋
・
国
安
・
中
の
谷
・
実

宗
・
出
口
東
・
出
口
西
・
寺
の
下
・
高
平
寺

冨
田

秀
治

(

農
地)

末
石
・
日
南
下
・
日
南
中
・
日
南
上
・
市
下
・
市

裏
・
市
表
・
土
井
・
余
井
・
平
原
・
本
郷
・
根
の

谷

■
美
土
里
地
区

住
田

博
幸

(

農
地)

奈
良
谷
・
瀬
木
・
向
井
・
川
撫
・
下
市
・
下
日
南
・

上
日
南
・
重
信
隠
地
・
重
信
日
南
・
清
田
・
竹
之

内
・
鳥
信

下
田
眞
理
子

(

農
政)

隠
地
・
戌
谷
・
寺
川
・
岩
倉
・
宝
前
・
原
・
岡
の

原
・
上
市
・
横
呂

清
水

一
彦

(

農
地)

矢
賀
上
・
矢
賀
下
・
高
浜
・
砂
金
・
鉄
井
・
橋
上
・

上
河
内

津
田

隆
司

(

農
地)

増
屋
・
広
森
・
有
藤
・
小
谷
・
引
地
・
中
原
・
道

円
田
・
塩
瀬
下
・
塩
瀬
日
南
上
・
亀
谷

森
本

雅
生

(

農
地)

栃
木
・
市
・
下
叶
口
・
上
叶
口
・
塩
貝
・
下
黒
滝
・

上
黒
滝
・
上
市
・
中
市
・
下
市
・
石
丸

桑
原

博

(

農
政)

上
郷
・
山
田
・
下
郷
・
中
北
陰
地
下
・
中
北
陰
地

上
・
中
北
日
南
上
・
中
北
日
南
下
・
叶
谷
・
貝
原
・

雁
子
原
・
畠
田
迫
・
下
北
陰
地
・
九
文
久

境
江

芳
暢

(

農
政)

大
所
・
智
教
寺
・
上
青
・
中
青
・
下
青
・
程
原
・

出
店
・
山
崎
・
助
実
・
是
光
・
日
南
・
下
音
地
・

上
音
地
・
上
城

■
高
宮
地
区

長
井

學

(

農
政)

す
だ
れ
・
切
田
・
深
度
・
中
原
・
塔
ヶ
峰
・
上
沖

城
・
下
沖
城
・
上
城
・
土
居
谷
・
宍
戸
城
・
細
河

内
・
東
城
・
後
岡
城
・
日
南
側

小
丸

明
義

(

農
地)

茂
谷
・
仲
仙
道
・
後
迫
・
常
広
・
宮
迫
・
向
原
・

行
田
・
来
女
木
市

永
岡

賢
治

(

農
政)

土
居
之
内
・
田
屋
郷
・
下
用
地
・
上
用
地
・
叶
谷

日
原
・
中
之
郷
・
下
福
田
・
上
福
田
・
島
之
尾
・

水
谷
松
之
尾
・
下
船
木

溝
本

義
昭

(

農
地)

門
田
・
後
側
・
前
川
・
五
十
貫
部
・
上
野
吉
広
・

志
部
府
・
竹
部
迫

信
上

陽
子

(

農
地)

野
部
・
上
式
敷
・
下
式
敷
・
信
木
・
所
木
・
三
田

谷
・
三
田
林
・
上
梶
矢
・
下
梶
矢

道
免

一
致

(

農
政)

野
々
原
・
上
羽
佐
竹
・
中
羽
佐
竹
・
下
羽
佐
竹
・

原
山

谷
川

正
博

(

農
政)

上
仁
王
丸
・
下
仁
王
丸
・
山
田
・
柆
原
１
・
柆
原

２
・
下
房
後
・
勘
部
・
新
迫
・
表
郷
・
房
後
柆
原

藤
澤

春
義

(

農
地)

上
竹
貞
・
下
竹
貞
・
下
川
根
・
山
根
・
直
会
・
谷

口
・
下
宮
・
田
草
・
行
部
・
薬
師
・
亀
谷
・
二
重

谷
・
栃
原
・
篠
原
・
歌
ヶ
谷
・
杉
の
原

■
甲
田
地
区

下
岡

吉
亮

(

農
政)

蔭
近
・
上
山
田
・
中
山
田
・
古
神
出
・
飛
貞
・
高

柳
・
土
居
迫
・
鳥
居
迫
・
宮
崎
・
表
長
見
山
・
内

長
見
・
長
見
山
・
青
迫
・
祇
園
迫
・
則
長
・
川
本
・

高
屋
・
市
ヶ
原
上
組
・
市
ヶ
原
下
組
・
井
才
田
・

花
の
木
・
篠
原

重
光

清

(

農
政)

尾
首
・
建
光
・
古
旗
・
寺
元
・
中
合
・
上
正
覚
・

下
正
覚
１
・
正
覚
・
中
正
覚
・
下
吉
田
口
・
上
吉

田
口
・
大
津
谷
・
観
音
・
大
谷
・
隠
地
・
上
法
恩

地
・
下
法
恩
地

武
添

吉
丸

(
農
地)

上
高
地
・
中
高
地
・
下
高
地
・
大
士
山
・
上
長
屋
・

下
長
屋
・
胡
子
・
末
広
・
中
組
・
上
寺
・
下
寺
・

春
日
・
上
組
・
智
徳
・
沖
組
・
筒
ヶ
瀬
・
駅
前
通
・

東
本
通
・
西
本
通
・
中
央
通
・
平
佐
・
瀬
戸
・
倉

内沖田

里
吏

(

農
政)

大
城
・
西
の
谷
・
中
条
・
中
迫
・
下
城
・
向
組
・

吉
原
・
金
口
・
浜
田
・
大
浜
・
城
山
・
田
口
・
加

屋
・
余
谷
・
紅
原
・
上
市
・
本
町
・
下
市
・
中
市
・

大
道
地
・
江
田
・
中
央

垣
内

洋
了

(

農
地)

上
庄
・
道
木
・
今
井
谷
・
下
庄
・
久
保
田
・
田
中
・

大
坪
・
火
の
谷
・
船
津

■
向
原
地
区

田
槇

昭

(

農
地)

長
田
１
区
・
長
田
２
区
・
長
田
３
区
・
長
田
４
区
・

長
田
５
区
・
長
田
６
区
・
長
田
７
区
上
・
長
田
７

区
下
・
長
田
８
区

大
久
保
敬
三

(

農
地)

有
留
１
区
・
有
留
２
区
・
有
留
３
区
・
有
留
４
区
・

有
留
５
区
・
有
留
６
区
・
有
留
７
区
・
保
垣
１
区
・

保
垣
２
区
・
保
垣
３
区
・
保
垣
４
区
・
保
垣
５
区

見
代

久
義

(

農
地)

戸
島
１
区
・
戸
島
２
区
・
戸
島
３
区
・
戸
島
４
区
・

戸
島
５
区
・
戸
島
６
区
・
戸
島
７
区
上
・
戸
島
７

区
下
・
戸
島
８
区
・
戸
島
９
区

信
川

進
吾

(

農
政)

坂
４
区
・
坂
５
区
・
坂
６
区
・
坂
７
区
・
坂
８
区

上
・
坂
８
区
下
・
坂
９
区
・
坂
10
区
・
坂
11
区
・

坂
12
区

吉
川

勝
則

(

農
政)

坂
１
区
・
坂
２
区
駅
前
通
り
・
坂
２
区
本
通
上
・

坂
２
区
本
通
下
・
坂
３
区
・
坂
13
区
・
坂
14
区
・

坂
15
区
・
坂
16
区
・
坂
17
区

農
業
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

農
業

26

国
保

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
裏
側
に

臓
器
提
供
意
思
表
示
欄
を
印
刷
し
て
い
ま
す
。

駐
車
場

８
月
に
更
新
し
た
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証

(

保
険
証)

の
裏
側
に
、
臓
器
提
供
意

思
表
示
欄
を
印
刷
し
て
い
ま
す
。
臓
器
移
植

は
、
臓
器
の
機
能
が
低
下
し
て
移
植
で
し
か

治
ら
な
い
人
に
健
康
な
臓
器
を
移
植
し
、
健

康
を
回
復
し
よ
う
と
す
る
医
療
で
す
。
現
状

と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
に
比
べ
日
本
の
臓
器
移

植
の
提
供
数
が
少
な
く
、
家
族
か
ら
提
供
さ

れ
る
生
体
移
植
や
海
外
渡
航
に
よ
る
移
植
と

な
っ
て
い
ま
す
。

安
芸
高
田
市
は
、
市
民
の
意
識
向
上
を
図

る
と
と
も
に
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
臓
器
提

供
の
意
思
が
尊
重
さ
れ
る
環
境
を
つ
く
り
、

臓
器
移
植
の
推
進
を
図
る
た
め
、
保
険
証
の

裏
側
に
臓
器
提
供
意
思
表
示
欄
を
設
け
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。
臓
器
提
供
は
、
本
人
の
意

思
の
決
定
と
家
族
の
意
思
決
定
が
尊
重
さ
れ

ま
す
。

こ
の
意
思
表
示
欄
は
臓
器
提
供
を
強
要
す

る
も
の
で
な
く
、
記
入
は
あ
く
ま
で
も
任
意

で
す
の
で
、
未
記
入
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

■
臓
器
移
植
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

(

社)

日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

０
１
２
０-

７
８-

１
０
６
９

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.jotnw

.or.jp

Ｊ
Ｒ
芸
備
線
各
駅
周
辺
の
市
営
駐
車
場
の

利
用
料
金
が
変
わ
り
ま
す
。

11
月
１
日
か
ら
、
甲
立
・
吉
田
口
・
向
原
各
駅
周
辺
の
市
営
駐

車
場
の
利
用
料
金
と
利
用
形
態
が
変
わ
り
ま
す
。
駐
車
場
を
ご
利

用
の
方
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
甲
立
駅
駐
車
場
の
利
用
形
態
の
変
更
は
、
道
路
工
事
の
た
め
、

工
事
終
了
後
と
な
り
ま
す
。

■
利
用
料
金

１
日
利
用
さ
れ
る
場
合

(

一
時
利
用)

４
０
０
円

１
か
月
利
用
さ
れ
る
場
合

(

月
極
利
用)

３
２
０
０
円

■
各
駐
車
場
の
形
態

甲
立
駅
周
辺
…
…
第
１
駐
車
場
＝
月
極
、
第
２
駐
車
場=

月
極
、

第
３
駐
車
場
＝
一
時

吉
田
口
駅
…
…
一
時
・
月
極

向
原
駅
周
辺
…
…
第
１
駐
車
場
＝
月
極
、
第
２
駐
車
場
＝
月
極

・
一
時
、
第
３
駐
車
場
＝
月
極

■
各
駐
車
場
の
利
用
方
法

甲
立
駅
【
一
時
】
料
金
徴
収
箱
へ
お
支
払
く
だ
さ
い
。

【
月
極
】
甲
田
支
所
地
域
振
興
担
当
課

(

℡
４
５－

４
１
１
２)

か
政
策
企
画
課
へ
お
申
込
く

だ
さ
い
。

吉
田
口
駅
【
一
時
】
沖
野
薬
店
へ
お
支
払
く
だ
さ
い
。

【
月
極
】
沖
野
薬
店

(

℡
４
５－

３
１
０
３)

へ
お

申
込
く
だ
さ
い
。

向
原
駅
【
一
時
】
第
２
駐
車
場
24
〜
40
番
の
区
画
へ
駐
車
し
、

発
券
機
へ
料
金
を
支
払
っ
て
、
駐
車
券
を

車
内
の
見
え
る
場
所
へ
置
い
て
く
だ
さ
い
。

【
月
極
】
向
原
支
所
地
域
振
興
担
当
課

(

℡
４
６－

３
１
１
２)

か
政
策
企
画
課
へ
お
申
込
く

だ
さ
い
。

■
お
問
合
せ

総
務
企
画
部

政
策
企
画
課

℡
４
２－

５
６
１
２

…
…
…
…
…

…
…
…

市
営
駐
車
場
位
置
図

至
広島→

←至
　三次

向原駅吉田口駅甲立駅

向原駅
第３駐車場

向原駅
第１駐車場

吉田口駅駐車場甲立駅第３駐車場

ＪＲ芸備線

県道広島三次線

甲立駅
第１駐車場

甲立駅
第２駐車場

向原駅
第２駐車場
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